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1
Data Relationship Management Suiteについて

Oracle Data Relationship Management Suiteは、次のもので構成されています:

• Oracle Data Relationship Management

• Oracle Data Relationship Management Read Only Access

• Oracle Data Relationship Steward

• Oracle Data Relationship Governance

• Oracle Data Relationship Management Analytics

• Oracle Data Relationship Management for Oracle Hyperion Enterprise Planning Suite

• Oracle Data Relationship Management for Oracle Hyperion Financial Close Suite
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2
Data Relationship Managementのインストール

次も参照:

• インストールの前提条件
• その他の資料
• ミドルウェア・ホームおよび EPM Oracleホームについて
• Foundation Services

• Data Relationship Managementのインストール
• 分散環境での Data Relationship Managementのインストール
• トラブルシューティング

インストールの前提条件
ノート:

リリース 11.2.xのインストール手順は Oracle Data Relationship Management
Readmeに示しています。

チェックする項目:

• Oracle Data Relationship Managementは、管理者としてログインしているユーザーがイン
ストールする必要があります。インストール担当者は、インストール実行可能ファイルの
起動時に「管理者として実行」を選択する必要があります。

• 目的のホスト・コンピュータが、最小システム要件以上を満たしています。

ノート:

動作保証されたバージョンのプラットフォーム・コンポーネントの詳細は、Oracle
Technology Network (OTN)上のサポートされるシステム構成のページに掲載さ
れている Oracle Enterprise Performance Management System動作保証マトリ
ックスを参照してください:

https://www.oracle.com/middleware/technologies/bi-foundation/hyperion-
supported-platforms.html

• Microsoft .NET Framework 4.8.0。.NET Frameworkがインストールされておらず、インタ
ーネット接続がある場合、Data Relationship Managementインストーラがかわりにインス
トールします。
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• データベース・サーバーがインストールされ、データベース・コンピュータ上で稼働して
います。

• Oracle Databaseでリポジトリが設定されていない場合は、次の
NLS_DATABASE_PARAMETERSを使用してリポジトリを構成する必要があります:

パラメータ 値
NLS_NCHAR_CHARACTERSET AL16UTF16

NLS_CHARACTERSET AL32UTF8

• Internet Information Services (IIS)がインストールされ、Webサーバー上で稼働しています。
Data Relationship Managementアプリケーションが適切に動作するためには、ASP.NET
4.7サポートを含める必要があります。

ノート:

MaxFieldLengthおよび MaxRequestBytesは、32KBに設定する必要があります。

• 次のアクションを実行できるユーザー・アカウントがアプリケーション・サーバーで使用
可能です:

– レジストリ設定を編集
– ローカル・ファイル・システムを対象とした読取りおよび書込み
– プロセスを起動
– サービスとして実行

アジア系グリフの PDFフォントの要件
Data Relationship Managementクライアントの PDFにダウンロード・オプションで複数言語
フォントがサポートされるようにするには、すべての Data Relationship Management IISサー
バーに Arial Unicode MSシステム・フォントがインストールされている必要があります。
仮想メモリー・ページファイルのサイズ設定
適切なパフォーマンスを確保するために、Data Relationship Managementサーバー上の
Windowsページファイルのサイズは、システム・メモリーの増加を最大 2倍まで許容できる状
態で、システム・メモリーを少なくとも 1.5倍にすることをお薦めします。64GBを超えるな
ど、システム・メモリーが大きい場合、ページファイルはシステム・メモリーの 1.0から 1.5
倍になる可能性があります。ページファイルのサイズが小さいと、パフォーマンスおよび機能
に重大な問題が発生する可能性があります。
Oracle Managed Files

Oracle Managed Filesが許可されるデータベース環境でのみ、DATAFILEディレクティブの使
用時にファイル名を指定しない CREATE TABLESPACEコマンドが必要です。
このような環境に Data Relationship Managementをインストールする場合は、Data
Relationship Managementリポジトリ・ウィザードを実行する前に、表領域を手動で作成する
必要があります。その後、リポジトリ・ウィザードで Data Relationship Managementアプリケ
ーションの表領域を定義するときに、作成済の表領域名を指定する必要があります。

第 2章
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または、Data Relationship Managementコンソールのリポジトリ・ウィザードを使用して、
SQLを手動で実行することもできます。ただし、Oracle RDSがファイル名の値を自動入力で
きるようにするために、生成された SQLには、ファイル名が指定されていない DATAFILEデ
ィレクティブのみを持つ CREATE TABLESPACEコマンドが含まれている必要があります。
次のいずれかのタスクを実行して、これらの SQLコマンドからファイル名の値を省略できま
す:

• 表領域オプションを入力する「リポジトリ・ウィザード」画面で、ファイル名フィールド
を空白のままにします。

• 必要に応じて、生成された SQLを確認および編集します。
HTTPサービス品質の問題
Data Relationship Managementクライアントは、Webブラウザを使用し、HTTP経由でリッチ
なユーザー・エクスペリエンスを提供します。レイテンシが非常に高い、ホップ数が高いまた
はその他の HTTPサービス品質が低いネットワークを介して Data Relationship Management
クライアントを実行している顧客には、ネットワークの問題を軽減するために、Citrix Server、
RDPゲートウェイ・サーバーまたは Data Relationship Managementデータセンター内のその
他の同等の UIホスティング・ソリューション上でホストされるブラウザ・セッションを介して
クライアントを提供する必要がある場合があります。

アーキテクチャ・オプション
次の各図は、Oracle Data Relationship Managementの様々な構成シナリオを示しています。

ノート:

EPM Foundationを Data Relationship Managementでアクセスできる Windowsサー
バーにインストールする必要があります。ローカルまたは FMWアプリケーション・
サーバーで実行できます。

第 2章
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図 2-1 Data Relationship Management標準アーキテクチャ
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図 2-2 EPM Foundationを使用した Data Relationship Management
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図 2-3 API統合を使用した Data Relationship Management
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図 2-4 DRM Analyticsを使用した Data Relationship Management

Oracle Databaseのインストールの前提条件
• Oracle Data Relationship Managementスキーマ・アカウントでは、データベース・エクス
ポートの外部接続のために ROLE_ROLE_PRIVSに対するアクセス権が必要です。

• Oracle RACデータベース・システムを使用している場合、インストールの前に、適切な
RDBMSソフトウェアでテーブルスペースを作成する必要があります。

• Data Relationship Managementアプリケーションごとに、一意のリポジトリ(したがってス
キーマ)が必要です。

• お客様は Data Relationship Managementスキーマごとに専用のテーブルスペースを使用
することをお薦めします。

• リポジトリの作成については、データベースのインストール・スクリプトが Data
Relationship Managementコンソールのリポジトリ・ウィザードによって開始され、次の
2つのオプションが提供されます:

第 2章
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– リポジトリ・ウィザードでは、適切な資格証明が提供されている場合、Data Relationship
Managementリポジトリ(テーブルスペース、スキーマ・ユーザー/権限、表およびその
他のオブジェクト)を生成できます。

– リポジトリ・ウィザードで生成できるスクリプトをデータベース管理者が使用して、
Oracle SQL Developerなどのツールによってテーブルスペース、スキーマ・ユーザー/
権限、表およびその他のオブジェクトを対話型で作成できます。

• 既存の SYSTEM (または同等の)資格証明がスクリプトの最初の部分に使用されており、リ
ポジトリ・ウィザードで入力される必要があります。

• リポジトリ・ウィザードの後半で、スキーマ所有者名およびパスワードを定義します。
• リポジトリ・ウィザードで使用するアカウントを指定する際に、リポジトリを作成するた
めのスクリプトをデータベース管理者に渡すことを意図していない場合、初期データベー
ス・アカウントはテーブルスペースの作成および作成されるスキーマ所有者に対する権限
の作成と付与に十分な権限が必要です。これらの権限は、リポジトリ作成ルーチンの後半
において、表、インデックス、ビュー、ストアド・プロシージャなどを作成し、システム
が起動するための最小構成データをこれらに移入するために使用されます。通常、このよ
うなタスクには Oracle SYSTEMユーザー(または同等の権限を持つアカウント)が使用さ
れます。より具体的に示すと、一般的に必要な権限は次のとおりです:

– データベース・スクリプトの実行
– CREATE TABLESPACE

– CREATE SCHEMA (CREATE USER)

– さらに、このアカウントには、作成するユーザー/スキーマへの次の付与を実行するた
めの十分な権限が必要です:

* CREATE SESSION

* CREATE TABLE

* CREATE VIEW

* CREATE PROCEDURE

* CREATE TYPE

* CREATE SEQUENCE

* 作成されるスキーマ所有者の UNLIMITED TABLESPACE

アカウントには、データベース・スクリプトを実行するための十分な権限も必要です。
多くの組織がアカウント権限に関して独自のポリシーを確立するために選択する特定
の質問に関して、データベース管理者リソースで確認します。

– リポジトリ作成ルーチンのこの部分では、Data Relationship Managementコンソール
で Data Relationship Managementサービスおよびアプリケーションにより Data
Relationship Managementリポジトリに接続するために使用されるスキーマ所有者を
使用して、特定のリポジトリ・オブジェクトおよびアーティファクトが作成されます。

• テーブルスペース、スキーマおよびリポジトリ・オブジェクトを作成するために、データ
ベース・スクリプトのみを作成してデータベース管理者に渡す場合、データベース管理者
は前述のガイダンスに従って、アクティビティの一部として必要な権限を使用および割り
当てる正しいアカウントを決定できます。

詳細は、リポジトリの作成を参照してください。

第 2章
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ノート:

リポジトリおよびスキーマの作成に必要なデータベース・アカウントは、組織が
Oracle Databaseインスタンスを管理するために選択する方法に基づいて異なる場合
があります。質問がある場合はデータベース管理者に確認してください。

ノート:

スキーマ所有者について言及された権限の一部を、標準サービス操作中に制限できる
場合があります。ただし、製品はデフォルト権限での実行のみがサポートおよび動作
保証されています。スキーマ所有者の権限が制限されている場合、将来リリース・ア
ップグレード(あるリリースのアンインストール /更新済リリースのインストール)ま
たは「更新の適用」(あるいはその両方)が試行された際に、デフォルト権限を再確立
する必要があります。

ノート:

UNLIMITED TABLESPACEは厳密に言えば必要ない場合がありますが、標準慣行で
す。これにより、組織はデータベース/スキーマに対して必要なメンテナンス・アクテ
ィビティを最小限にすることができます。データベースが継続的または定期的にリ
ソースを使用して、1つ以上の必須のテーブルスペースまたはインデックス (あるいは
その両方)の増加/メンテナンスを拡張している場合、アプリケーション・パフォーマ
ンスが低下する可能性があります。さらに、必要なリソースがアプリケーションのタ
イムアウト期間内に使用可能にならない場合、この期間中はアプリケーションが一時
的に使用不可となることがあります。そのため、十分なデータベース・リソースが使
用可能になったら、Data Relationship Managementサービスおよびアプリケーション
の再起動が必要となる可能性があります。

ノート:

スキーマの"QUOTA UNLIMITED"ディレクティブを変更する場合、必要となる目標お
よびデータベース成長率の度合の進歩を促進するために、Data Relationship
Managementの使用状況を最初に非本番環境でモニターすることをお薦めします。

SQL Serverデータベースの前提条件
• SQL Serverクラスタ・データベース・システムを使用している場合、インストールの前
に、適切な RDBMSソフトウェアでデータベースを作成する必要があります。

• Oracle Data Relationship Managementデータベース接続に指定されているユーザー IDを
インストールの前に手動で作成する場合、そのユーザーを Data Relationship Management
データベースのデータベース所有者にすることが重要です。

• 機能を使用する場合は、MSSQLデータベースが SSL/TLS用に設定されていることを確認
します。
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その他の資料
Oracle Enterprise Performance Management Systemのインストール・ドキュメントは、Oracle
Technology Networkの Oracle Documentation Libraryにあります。Oracle Data Relationship
Managementをインストールして構成する場合、次のドキュメントが役立ちます。
• Oracle Enterprise Performance Management Systemインストール概要
• Oracle Enterprise Performance Management Systemインストレーションおよび構成ガイ
ド

• Oracle Enterprise Performance Management Systemインストレーションおよび構成トラ
ブルシューティング・ガイド

• Oracle Enterprise Performance Management Systemバックアップおよびリカバリ・ガイド
• Oracle Enterprise Performance Management Systemセキュリティ構成ガイド

ミドルウェア・ホームおよび EPM Oracleホームについ
て

ミドルウェア・ホーム
ミドルウェア・ホームは、Oracle WebLogic Serverホーム、および必要に応じて 1つ以上の
Oracleホーム(EPM Oracleホームを含む)で構成されています。ミドルウェア・ホームは、ロー
カルのファイル・システム上またはネットワーク・ファイル・システム(NFS)を介してアクセ
ス可能なリモートの共有ディスク上に設定できます。
ミドルウェア・ホームの場所は、コンピュータへの最初の製品インストール中に定義されます。
コンピュータへのその後のインストールには、前に定義された場所が使用されます。デフォル
トのインストール・ディレクトリは Oracle/Middlewareです。ミドルウェア・ホームの場所
は、このドキュメント全体を通して MIDDLEWARE_HOMEと呼びます。
EPM Oracleホーム
Oracleホームには、特定の製品をホストするのに必要なインストール・ファイルが含まれま
す。Oracleホームは、ミドルウェア・ホームのディレクトリ構造内にあります。EPM Oracle
ホームには EPM System製品用のファイルが含まれています。
EPM System製品のコンポーネントは、ミドルウェア・ホーム下の EPM Oracleホームにイン
ストールされます。デフォルトの EPM Oracleホームの場所は MIDDLEWARE_HOME/
EPMSystem11R1です。さらに、製品が使用する共通内部コンポーネントが EPM Oracleホーム
にインストールされます。マシン上にインストールするすべての製品に対して十分なディス
ク・スペースがこの場所にあることを確認し、慎重に場所を選択します。この場所は変更でき
ません。
EPM Oracleホームの場所は EPM_ORACLE_HOMEというシステム環境変数で定義されています。
このドキュメント全体を通して、EPM Oracleホームの場所を EPM_ORACLE_HOMEと呼びます。

Foundation Services
次のオプション機能を使用する場合、Oracle Data Relationship Managementでは、Oracle
Hyperion Foundation Servicesをインストールする必要があります:

第 2章
その他の資料

2-10

http://www.oracle.com/technetwork/middleware/performance-management/documentation/index.html


• LDAPなどの外部ユーザー・ディレクトリでのユーザー認証
• Data Relationship Management Webアプリケーションのロード・バランシング
• Data Relationship Managementでのシングル・サインオンの使用
• E-Business Suiteおよび Fusion Accounting Hub用の Oracle General Ledgerとの統合
• Data Relationship Management Webサービスを使用した APIプログラムおよび SOAベ
ースのプロセス

Foundation Servicesのインストールには、Data Relationship Management用にこれらの機能
を構成して有効化できる次のコンポーネントが含まれます:

• Oracle WebLogic Server

• Oracle HTTP Server

• Oracle Web Services Manager

• Oracle Hyperion Shared Services

Foundation Servicesは、EPM Systemインストーラを使用してインストールされます。
Foundation Servicesのインストールおよび構成プロセスは、Oracle Enterprise Performance
Management Systemインストレーションおよび構成ガイドに記載されています。

Data Relationship Management CSSブリッジ
Oracle Data Relationship Management CSSブリッジは、Oracle Hyperion Shared Servicesと
通信するために使用され、Oracle Hyperion Foundation Servicesを Data Relationship
Managementで使用する場合にインストールする必要があります。次の情報および要件は、
Data Relationship Management CSSブリッジを理解するために重要です。
• CSSブリッジ・ホスト・システムに Data Relationship Managementアプリケーション・
サーバーまたは別のサポートされている Microsoft Windowsシステムを指定できます。

ノート:

CSSブリッジ・コンポーネントは Unix/Linuxシステムでサポートされていませ
ん。

• 指定された CSSブリッジ・ホストが Data Relationship Managementアプリケーション・
サーバーでない場合、CSSブリッジ・コンポーネントを CSSブリッジ・ホストにインス
トールする必要があります。このシナリオで、CSSブリッジをスタンドアロン・コンポー
ネントとしてインストールできます。

• CSSブリッジがインストールおよび実行されるWindowsシステムに Foundation Services
をインストールしてデプロイする必要があります。

CSSブリッジのデプロイメント・オプションについては、Data Relationship Managementお
よび Foundation Servicesのデプロイメント・シナリオを参照してください。

第 2章
Foundation Services

2-11



Data Relationship Managementおよび Foundation Servicesのデプロ
イメント・シナリオ

Oracle Hyperion Foundation Servicesを使用した Oracle Data Relationship Managementの詳
細は、図 2を参照してください。セカンダリ Foundation Servicesホストの構成を参照してく
ださい。

ノート:

特に記載のないかぎり、システムはすべて Microsoft Windowsです。

表 2-1 Data Relationship Managementおよび Foundation Servicesのデプロイメント・シナリオ

シナリオ システム 1 システム 2 システム 3

1 • Windows Data
Relationship
Managementアプリケ
ーション・サーバー

• Windowsプライマリ
Foundation Servicesイ
ンスタンス

• Windows Data
Relationship
Management CSSブリ
ッジ

N/A N/A

2 Windows Data
Relationship Management
アプリケーション・サーバー

• Windowsプライマリ
Foundation Servicesイ
ンスタンス

• Windows Data
Relationship
Management CSSブリ
ッジ

N/A

3 • Windows Data
Relationship
Managementアプリケ
ーション・サーバー

• Windowsセカンダリ
Foundation Servicesイ
ンスタンス

• Windows Data
Relationship
Management CSSブリ
ッジ

Windowsプライマリ
Foundation Servicesインス
タンス

N/A
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表 2-1 (続き) Data Relationship Managementおよび Foundation Servicesのデプロイメント・シナリオ

シナリオ システム 1 システム 2 システム 3

4 • Windows Data
Relationship
Managementアプリケ
ーション・サーバー

• Windowsセカンダリ
Foundation Servicesイ
ンスタンス

• Windows Data
Relationship
Management CSSブリ
ッジ

Unix/Linuxプライマリ
Foundation Servicesインス
タンス

N/A

5 Windows Data
Relationship Management
アプリケーション・サーバー

Unix/Linuxプライマリ
Foundation Servicesインス
タンス

• Windowsセカンダリ
Foundation Servicesイ
ンスタンス

• Windows Data
Relationship
Management CSSブリ
ッジ

Data Relationship Managementのインストール
ノート:

Oracle Data Relationship Managementインストーラを正しく実行するには、「管理者
として実行」の権限が必要です。

Data Relationship Managementをインストールする前に、アーキテクチャ・オプションを確認
してください。
Data Relationship Managementをインストールするには:

1. インストール・プログラムをダウンロードするディレクトリに移動し、「setup.exe」を右
クリックして「管理者として実行」を選択します。

2. インストールの言語を選択して「OK」をクリックします。
3. まだ Microsoft .NET Framework 4.8.0をインストールしていない場合は、「インストール」
をクリックしてインストールします。

ノート:

.NETのインストールを実行するには、インターネットに接続している必要があ
ります。

4. 「ようこそ」ダイアログ・ボックスで、ライセンス契約を確認して「次」をクリックしま
す。
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5. 「次」をクリックして Data Relationship Managementファイルのデフォルトのインストー
ル・ディレクトリを受け入れるか、「変更」をクリックしてインストールの場所を選択し、
「次」をクリックします。

6. 「設定タイプ」ダイアログ・ボックスで、実行するインストールのタイプを選択して、「次」
をクリックします:

• 完了 — アプリケーション・サーバー、CSSブリッジ、Webサーバー、移行ユーティ
リティおよびバッチ・クライアントをインストールします。

• カスタム - インストールするコンポーネントを選択できます。次のコンポーネントか
ら選択できます:

– DRMアプリケーション・サーバー––コア・エンジンおよびサーバー・ファイル
– DRM CSSブリッジ––Oracle Hyperion Shared Servicesの Data Relationship

Managementコネクタ
– DRM Webサーバー––Data Relationship ManagementユーザーのプライマリWeb
アプリケーション

– DRM移行ユーティリティ––アプリケーション・テンプレートを管理するWebア
プリケーション

– DRMバッチ・クライアント––バッチ操作を実行するWindowsコンソール・クラ
イアント

7. 次のいずれかを行います:

• 「完全」を選択した場合、次のステップにスキップします。
• 「カスタム」を選択した場合、「カスタム設定」ダイアログ・ボックスでインストール
する機能を選択し、「次へ」をクリックします。

ノート:

デフォルトですべての機能が選択されます。インストールしない機能を選択
解除します。

8. 「インストール」をクリックします。
9. 「終了」をクリックします。

ノート:

Data Relationship Managementアプリケーションを作成して構成するには、オプ
ションを選択して Data Relationship Management構成コンソールを起動しま
す。
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分散環境での Data Relationship Managementのインスト
ール

セカンダリ Data Relationship Management Webサーバー・ホストのインストール
セカンダリ Oracle Data Relationship Management Webサーバー・コンピュータをインストー
ルするには、セカンダリ・コンピュータに Data Relationship Management Webサーバー・コ
ンポーネントをインストールします。Data Relationship Management用の Foundation
Servicesの構成を参照してください。
セカンダリ Foundation Servicesホストのインストール
EPM Systemインストーラを使用して、セカンダリ Foundation Servicesインスタンスに次の
Oracle Hyperion Foundation Servicesコンポーネントをインストールする必要があります。
• Foundation Services Webアプリケーション
• 静的コンテンツ・ファイル
• WebLogicアプリケーション・サーバー

トラブルシューティング
インストールのトラブルシューティングの詳細は、Oracle Enterprise Performance
Management Systemインストレーションおよび構成トラブルシューティング・ガイドを参照
してください。
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3
Data Relationship Managementの構成

Oracle Data Relationship Management構成コンソールは、アプリケーション・サーバー構成ユ
ーティリティで、アプリケーション・サーバー・コンポーネントをインストールすると自動的
にインストールされます。インストール・プログラムの最後にコンソールを開くことができま
す。

ノート:

すべての Data Relationship Managementサーバーおよび関連サーバーを構成して、
ネットワークの共通のタイム・ソースにアクティブに同期する必要があります。非同
期サーバーにより、パッケージ化された統合および他の Data Relationship
Management API使用に対してWebサービスが失敗します。また、パートナ・シス
テムを使用した Data Relationship Managementのデプロイメントと操作の複雑さが
増します。

注意:

すべての Data Relationship Managementサーバーおよび関連サーバーを構成して、
各サーバーで同じパスの同じキーストアを使用する必要があります。

Data Relationship Management用の Foundation Servicesの構
成

Oracle Hyperion Foundation Servicesのインストールには、Oracle Data Relationship
Managementで使用する前に EPMコンフィグレータ・ツールを使用してデプロイおよび構成
する必要のある複数のコンポーネントが含まれます。
コンポーネントの構成順序の詳細は、Oracle Enterprise Performance Management Systemイ
ンストレーションおよび構成ガイドの構成順序の項を参照してください。Foundation
Servicesコンポーネントの構成の実行手順は、EPM System製品の構成に関する項を参照して
ください。
シングル・サインオン(SSO)用の Shared Servicesの構成
Oracle Enterprise Performance Management Systemセキュリティ構成ガイドの SSO用の
EPM Systemの構成を参照してください。
Data Relationship Management用の CSSモードの構成
Oracle Hyperion Shared Servicesを使用してユーザーを認証するために、CSS認証モードまた
は混合モードで Data Relationship Managementサーバーを構成する必要があります。CSSブ
リッジの構成および認可ポリシーの構成を参照してください。

3-1



セカンダリ Foundation Servicesホストの構成
• アプリケーション・サーバーで Data Relationship Managementサービスを起動する前に、

CSSブリッジ・ホスト・コンピュータでWindows Oracle Data Relationship Management
サービスが起動して実行中である必要があります。

• CSSブリッジでセカンダリ Oracle Hyperion Foundation Servicesインスタンスを使用す
る場合:

– EPM Systemコンフィグレータを使用して、セカンダリ Foundation Servicesインスタ
ンスで次の Foundation Servicesコンポーネントを構成する必要があります:

* 共通設定の構成
* Oracle Configuration Managerの構成
* データベースの構成
* アプリケーション・サーバーへのデプロイ

– 「構成を適用する EPM Oracleインスタンスを選択してください」という構成では、
「EPM Oracleインスタンスのホーム・ディレクトリ」にはデフォルトまたはカスタム
のパスを使用し、「EPM Oracleインスタンス名」にはデフォルトを使用します。

– 「インスタンス・ホームに関連付けられた Shared Servicesおよびレジストリ・データ
ベース接続を設定します」という構成では、「前に構成された Shared Servicesデータ
ベースに接続」オプションを選択し、プライマリ Foundation Servicesインスタンスに
構成されているデータベースの接続情報を指定します。

– 「アプリケーション・サーバーへのデプロイ - WebLogicドメイン情報を指定してくだ
さい」という構成では、「Webアプリケーションを新規ドメインにデプロイしてくださ
い。」というオプションを選択します。

– インストールおよび構成後に、セカンダリ・コンピュータで EPM Webアプリケーシ
ョン・サーバーを起動または実行する必要はありません。

Data Relationship Management CSSブリッジを参照してください。

外部プロバイダでの Shared Servicesの構成
Oracle Hyperion Shared Servicesを構成するには、Oracle Enterprise Performance
Management Systemユーザー・セキュリティ管理ガイドの OID、Active Directoryおよびその
他の LDAPベースのユーザー・ディレクトリの構成を参照してください。
開発目的で Shared Servicesを構成し、外部ディレクトリとして WebLogic埋込み LDAPサー
バーを使用できます。詳細は、http://www.oracle.com/technetwork/middleware/bi-foundation/
resource-library-090986.htmlにアクセスし、EPMシステムのヒントとテクニック 1-72 (PDF)
を選択してください。このドキュメントで、WebLogic埋込み LDAPサーバーを EPM System
11.1.2製品の外部ディレクトリとして使用できるかどうかに関する項を参照してください。

Data Relationship Managementのユーザー役割を含む Shared
Servicesの構成

Oracle Hyperion Shared Servicesに Oracle Data Relationship Managementの役割を追加する
には、Data Relationship Managementのインストールに付属の SQLスクリプトのいずれかを
実行します。
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Shared Servicesに Data Relationship Managementの役割を追加するには:

1. Data Relationship Managementがインストールされているサーバーで、通常次のようにな
っている、server\configフォルダに移動します:

C:\Oracle\Middleware\EPMSystem11R1\products\DataRelationshipManagement\server\
config。

2. EPM構成プロセスで構成された Shared Servicesデータベースに対して適切な SQLスク
リプトを実行します: drm_roles_oracle.sqlまたは drm_roles_sql_server.sql。
a. データベース管理者権限を持つユーザーとしてデータベース・サーバーにログインし
ます。

b. Shared Servicesデータベースに対してスクリプトを実行します。

TCPSを使用するための Data Relationship Managementア
プリケーションの構成

Oracle Data Relationship Managementアプリケーションは、TCPSを使用するように設定し
て、Oracle (19c)データベース上にある DRMリポジトリ用に構成コンソールで構成できます。
この構成を適用するために、「構成コンソール」に新機能が追加されました。この機能により、
オプション「SSL/TLSを使用」を選択できるようになりました。
TCPSを使用するように Oracle Data Relationship Managementアプリケーションを構成する
には、次の手順を実行します。
1. Data Relationship Management構成コンソールを、「スタート」、「プログラム」、「Oracle

EPM System」、「Data Relationship Management」、「構成コンソール」の順に選択して
開きます。

2. 「SSL/TLSを使用」を選択します。これにより、下にさらにテキスト・ボックス「サービ
ス接続」が表示されます。ここで、ウォレットの場所を指定できます。

3. 「構成の保存」をクリックします。
ウォレットの場所(たとえば、c:\ssl)とは、データベース・サーバーからインポートする必要
がある SSL証明書ウォレット・ファイルの場所(パス)です。これらには、通常は次のものが含
まれています。
• ルート証明書(ca.crtなど)

• 中間証明書(intermediate.crtなど)

• cwallet.sso

• ewallet.p12

注意: 「SSL/TLSを使用」チェックボックスを選択する前に、ウォレットの場所にそれらの証
明書が存在することを確認してください。

MSSQL Server SSLを使用するための Data Relationship
Managementアプリケーションの構成

Oracle Data Relationship Managementアプリケーションは、保護された接続を使用して設定さ
れた MSSQL上にある DRMリポジトリ用に構成コンソールで構成できます。この構成を適用
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するために、「構成コンソール」に新機能が追加されました。この機能により、オプション
「SSL/TLSを使用」を選択できるようになりました。
MSSQL Server SSLを使用するように Oracle Data Relationship Managementアプリケーショ
ンを構成するには:

1. Data Relationship Management構成コンソールを、「スタート」、「プログラム」、「Oracle
EPM System」、「Data Relationship Management」、「構成コンソール」の順に選択して
開きます。

2. 「SSL/TLSを使用」を選択して、接続情報および資格証明を構成します。
3. 「構成の保存」をクリックします。

Data Relationship Management構成コンソールの起動
Oracle Data Relationship Management構成コンソールを開くには、「スタート」、「プログラ
ム」、「Oracle EPM System」、「Data Relationship Management」、「構成コンソール」の順に
選択します。

Data Relationship Managementアプリケーションの構成
Oracle Data Relationship Managementでは、アプリケーションを使用してデータを管理し、デ
ータにアクセスするためのユーザー要求を提供します。単一のマシン上で 1つ以上の Data
Relationship Managementアプリケーションを実行できます。各アプリケーションおよびリポ
ジトリは、Data Relationship Managementアプリケーション・サーバーの 1つのアクティブ・
インスタンスによってのみアクセスできます。
複数の Data Relationship Managementアプリケーションを構成する前に、図 1を確認してく
ださい。

アプリケーションの作成
Oracle Data Relationship Managementアプリケーションは、構成コンソールで作成します。少
なくとも 1つのアプリケーションを作成する必要があります。
Data Relationship Managementアプリケーションを作成するには:

1. Data Relationship Management構成コンソールで、「追加」をクリックして新規アプリケー
ションを作成します。

2. 「構成」タブで、リポジトリを構成します。
3. 「構成の保存」をクリックします。
4. 「ローカル・サービス」メニューから、「開始」をクリックして Data Relationship Management
サービスを開始します。

新規アプリケーションを追加する場合、アプリケーションは標準のデフォルト・パラメータで
作成されます。デフォルト・アプリケーション名は、コンピュータ名から生成されます。
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ノート:

アプリケーション名またはリポジトリ名(あるいはその両方)では、一重引用符文字は
サポートされていません。Data Relationship Managementアプリケーションまたは
リポジトリ(あるいはその両方)の名前を、英数字およびアンダースコア文字に制限す
ることをお薦めします。

アプリケーションのデフォルト・カルチャの設定
Oracle Data Relationship Managementアプリケーションごとに使用するデフォルト・カルチャ
を設定できます。設定をWebブラウザから決定できない場合、デフォルト・カルチャがWeb
クライアントのローカライズに使用されます。
アプリケーションのデフォルト・カルチャを設定するには:

1. Data Relationship Management構成コンソールで、アプリケーションを選択します。
2. 「デフォルト・カルチャ」からオプションを選択します:

• en-US – 英語
• fr-FR – フランス語
• de-DE – ドイツ語
• ja-JP – 日本語
• ko-KR – 韓国語
• zh-CHS – 簡体字中国語

日付、時間および数値のフォーマット
日付および時刻の値は、不変カルチャでフォーマットされます。これにより、レスポンスが予
測可能になり、必要に応じて結果を再フォーマットするためのアクションを実行できます。
Oracle Data Relationship Managementユーザー・インタフェースにおける数値のプロパティ・
データ値のフォーマットは、次の 2つの要因によって決まります:

• Data Relationship Managementクライアント・コンピュータのブラウザの言語設定
• Data Relationship Managementアプリケーション・サーバー・コンピュータ上の Data

Relationship Managementサービス・ログオン・アカウントに定義された地域のオプショ
ン設定。

Data Relationship Management Webクライアントのセッション情報には、ブラウザの言語設
定に定義されたユーザーのカルチャが含まれます。クライアントに表示される、要求されたカ
ルチャのデータ値のフォーマットは、対応するカルチャのフォーマットが、DRMサービス・ロ
グオン・アカウントの地域のオプション用に、Data Relationship Managementサーバー上でど
のように定義されているかによって決まります。クライアントのオペレーティング・システム
の地域のオプション設定は、ユーザー・インタフェースにおけるデータ・フォーマットに影響
しません。
同様に、Data Relationship Managementバッチ・クライアント・パラメータ「/CultureName」
では、ブラウザの言語を介してカルチャのフォーマットを指定できます。また、Webクライア
ントと同様に、データ値のフォーマットは、対応するカルチャが Data Relationship

第 3章
Data Relationship Managementアプリケーションの構成

3-5



Managementサービス・ログオン・アカウント用に、Data Relationship Managementサーバー
上でどのように定義されているかによって決まります。

ノート:

Data Relationship Managementサーバー・プロセス・サービスのデフォルトのログオ
ン・アカウントは、「ローカル・システム」です。Data Relationship Managementで
使用される地域のオプションを表示またはカスタマイズするには、Data Relationship
Managementサービス・ログオン・アカウントを「ローカル・システム」からローカ
ルの「管理者」アカウントに変更する必要があります。これにより、サービス・アカ
ウントと同じサーバーにログオンし、Data Relationship Managementサービスで使用
される地域のオプションを表示または変更することができます。

リポジトリの作成
構成コンソールのリポジトリ・ウィザードでは、新規リポジトリを作成するか、リポジトリを
アップグレードできます。

注意:

各 Oracle Data Relationship Managementアプリケーションには固有のリポジトリが
必要です。同じリポジトリを使用するために 2つのアプリケーションを構成しない
でください。

ノート:

ネットワークの構成、DNS設定、IPv4/IPv6構成およびローカルホスト設定に応じ
て、また、これらの設定は実装トポロジによって大きく異なることから、適切な完全
修飾ドメイン名または静的 IPアドレスとデータベース・サービス識別子を使用して、
リポジトリに対する Data Relationship Managementサービスの接続を設定する必要
がある場合があります。

新規リポジトリを作成するには:

1. 「リポジトリ・ウィザード」ボタンをクリックします。
2. 「新規リポジトリの作成」を選択します。

• オプション: 「既存のリポジトリに基づいたサイズの推定」を選択すると、既存のリポ
ジトリのサイズに基づいて新規リポジトリを作成できます。

• オプション: 「SQLスクリプトの生成」を選択すると、データベース作成スクリプトを
作成してダウンロードし、後から実行できます。

3. 「次」をクリックします。
4. 次のいずれかを行います:

• スクリプトを生成する場合、SQLスクリプトの生成に移動します。
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• 前のステップで他のオプションを選択した場合、次のステップに進みます。
5. 次を実行します:

• データベース・プロバイダを選択します(「Oracle」または「SQL Server」)。
• 新規リポジトリを配置するターゲット・データベースへの接続を入力します。
• データベース・スキーマおよびデータ・ファイルを作成する権限を持つ管理者のユー
ザー IDおよびパスワードを入力します。

ノート:

SQL Serverの場合、SQLアカウントのみがサポートされます。

• オプション: 「接続のタイムアウト」には、試行を取り消してエラーを生成するまでに
接続が開くのを待機する秒数を入力します。デフォルトは 60秒です。「コマンドのタ
イムアウト」には、コマンドを取り消してエラーを生成するまでにコマンドの実行を
待機する秒数を入力します。デフォルトは 900秒です。

ノート:

タイムアウト値をゼロに設定すると、タイムアウトは使用されません。これ
らの設定は drm-config.xmlに保存され、エンジンによって起動時に使用さ
れます。大規模操作(大規模なバージョンの削除など)を実行するには、「コマ
ンドのタイムアウト」をデフォルトより大きい値に設定します。

• 「接続のテスト」をクリックします。
6. 「次」をクリックします。
7. 次のいずれかを行います:

• Oracle Databaseの場合、次のステップに進みます。
• SQL Serverデータベースの場合は、SQL Serverデータベースの作成に移動します。

8. Data Relationship Managementリポジトリのスキーマ所有者として作成されるユーザーの
IDおよびパスワードを入力します。

9. デフォルト・テーブルスペース設定を受け入れるか、変更を加えて「次」をクリックしま
す。

ノート:

データ、インデックス、トランザクションおよびプロパティには専用のテーブル
スペースを使用することを強くお薦めします。デフォルト・テーブルスペースの
名前は、すでに使用中である可能性があり、新しいテーブルスペースの名前を指
定しない場合は再利用されます。

10.「アプリケーション管理者の作成」ページで、管理者ユーザーのパスワードを入力して「次」
をクリックします。
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11.「リポジトリ確認の作成」ページで、設定を確認して「次」をクリックし、作成プロセスを
開始します。
データベースが作成されると、成功メッセージが表示されます。

12.「次」をクリックします。

ヒント:

リポジトリの作成、コピーおよびアップグレードの情報は、リポジトリ・ウィザ
ードのログに書き込まれます。ウィザードの「リポジトリの操作の完了」ページ
の「ログの保存」をクリックし、ログ・ファイルを保存します。

13.「リポジトリの操作の完了」画面で、「終了」をクリックします。
設定を確認できるコンソールのメイン画面に戻ります。

ノート:

メニュー・バーからリポジトリ・ウィザードを起動した場合、「終了」によってウ
ィザードの最初のページに戻ります。「アプリケーション」タブのボタンからウィ
ザードを起動した場合、「終了」をクリックすると選択したアプリケーションに設
定が適用されます。「取消し」をクリックしてもリポジトリは作成されますが、設
定はどのアプリケーションにも適用されません。構成を保存すると新規データベ
ースが適用されます。

14.「構成の保存」をクリックします(そうしない場合、コンソールの終了時に接続情報が失わ
れます)。

SQL Serverデータベースの作成
Oracle Data Relationship Managementリポジトリ用の SQL Serverデータベースを構成する
には:

1. Data Relationship Managementデータベースのログインとして作成されるユーザーの ID
およびパスワードを入力します。

注意:

データベース・ユーザーの名前またはパスワードを作成する場合、アットマーク
(@)、スラッシュ(/)、カンマ(,)およびコロン(:)の各記号は使用できません。

MSSQL統合セキュリティ使用時に考慮する重要な考慮事項がいくつかあります。
次のうち少なくとも 1つが trueであることを確認します:

a. マシンはドメインに結合されていないが、接続している SQL Serverが同じマシンで実
行中である。

b. マシンは SQL Serverインスタンスが実行中である同じドメインに結合されており、ロ
グインが適切に設定されている(下記を参照)。
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c. MS Active Directory環境で実行中であり、使用しているログインにその SQL Serverイ
ンスタンスに対する権限がある。

さらに、デフォルトではローカル・システム・アカウントが使用されているため、DRMサ
ービスで使用されるログイン・アカウントを変更する必要がある場合があります。このア
カウントは、MSSQL Serverへ接続する権限がない可能性が高いと考えられます。通常、
DRMコンソールの実行時は、SQL Serverへのアクセス権がある可能性があるアカウント
から実行しています(ただし、MSSQL Serverインスタンス構成を確認して、許可される
Windowsログインおよびそれらが持つ権限を確認してください)が、DRMサービスは、SQL
Serverインスタンスに対する権限を持つログインを使用するために意図的に割り当てられ
ている場合を除き、一般的にはプロビジョニングされません。

2. Data Relationship Managementリポジトリを保持するために作成するデータベースの名前
を入力します。

注意:

データベース名を数字で始めることはできません。

3. 次のいずれかを実行して「次」をクリックします:

• 「データ・ファイルにサーバーのデフォルトを使用する」を選択すると、データベース
とログ・ファイルのパスおよびサイズとしてデフォルト設定が使用されます。

• データ・ファイルとログ・ファイルのパスおよびサイズを入力します。
4. 「アプリケーション管理者の作成」ページで、管理者ユーザーのユーザー名とパスワードを
入力し、「次」をクリックします。

5. 構成の作成ページで、ターゲット・リポジトリ情報を確認し、「次」をクリックします。

ノート:

リポジトリが作成されたら、ログを保存できます。

6. 次のいずれかを行います:

• 「終了」をクリックして現在のアプリケーションに変更を適用します。
設定を確認できるコンソールのメイン画面に戻ります。

• 「取消し」をクリックしてウィザードを終了します。
7. 「構成の保存」をクリックします(そうしない場合、コンソールの終了時に接続情報が失わ
れます)。

SQLスクリプトの生成
手動でリポジトリを作成できる SQLスクリプトを生成できます。スクリプトを保存する場合、
リポジトリ接続情報を指定する必要はありません。
SQLスクリプトを生成するには:

1. 「リポジトリ・ウィザード」をクリックします。
2. 「SQLスクリプトの生成」を選択して、「次」をクリックします。
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3. 「Oracle」または「SQL Server」タブを選択してリポジトリ情報を入力します。
4. 「次」をクリックします。
5. 「リポジトリ作成スクリプト」画面で、「ファイルに保存」をクリックし、ファイルを保存
するフォルダに移動します。

ノート:

Oracleおよび SQL Serverデータベースのファイル名は、両方とも drm-create-
database.sqlです。

6. 「次」をクリックします。
7. 「リポジトリ・オブジェクト作成スクリプト」画面で、「ファイルに保存」をクリックし、

drm-create-schema-objects.sqlファイルを保存するフォルダに移動します。
8. 「次」をクリックします。
9. 「終了」をクリックします。

データベース・スクリプトの手動による実行
ローカル・セキュリティの手順に基づいて、新規データベースを作成する場合、Oracle Data
Relationship Managementをインストールするユーザーに使用できないアクセス・レベルが必
要になることがあります。そのため、インストール中に、データベース・スクリプトを自動的
に実行せずにディスクに保存するオプションがあります。その後、適切なデータベース管理者
が個別にスクリプトを実行できます。
手動でスクリプトを実行するには:

1. データベース管理者権限を持つユーザーとしてデータベース・サーバーにログインします。
2. 次の順序でスクリプトを実行します:

• drm-create-database.sql
• drm-create-schema-objects.sql

3. すべてのスクリプトが正常に実行された後、Data Relationship Management構成コンソー
ルを開きます。

4. 「追加」をクリックします。
5. 「リポジトリ構成」タブで、サービス接続情報を入力し、「構成の保存」をクリックします。

ノート:

「接続のテスト」をクリックして、接続を確認できます。

これで、Data Relationship Managementリポジトリの手動による作成が完了しました。
6. 「アプリケーション」リストからアプリケーションを選択します。
データベースは、アプリケーションの最初の起動時に自動的に初期化されます。
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リポジトリのコピー
データベース・ツール(EXPDP / IMPDPなど)を使用して既存のリポジトリを新しいインスタン
スに移行し、リポジトリ接続を構成してから、更新の適用を行ってください。

ホスト・コンピュータの構成
Oracle Data Relationship Managementサーバー・コンポーネントは、1つ以上のホスト・コン
ピュータで実行できます。構成コンソールを使用すると、各サーバー・コンポーネントにホス
ト・コンピュータを構成できます。構成の詳細は、適切なホスト・コンピュータの項を参照し
てください:

• エンジン・ホストの構成
• APIアダプタの構成
• Webサーバーの構成
• CSSブリッジの構成
• SMTPサーバーの構成

エンジン・ホストの構成
エンジン・ホスト・コンピュータを構成するには:

1. 構成コンソールで、「ホスト・マシン」を選択し、「エンジン」タブでコンピュータ名とポ
ート番号を入力します。

2. 「エンジン起動のタイムアウト」には、Oracle Data Relationship Managementエンジン・
プロセスの起動時に待機する秒数を入力します。

ノート:

エンジンがこの秒数以内に応答しない場合、Windowsイベント・ログにエラーが
記録されます。

APIアダプタの構成
APIアダプタ・コンポーネントは、Oracle Data Relationship Managementアプリケーション・
サーバー・インストール・コンポーネントに付属します。

ノート:

Webサービス APIを使用して Data Relationship Managementにアクセスする場合
に APIアダプタを有効にします。

APIアダプタ・ホストを有効にするには:

1. 構成コンソールで、「ホスト・マシン」、「APIアダプタ」の順に選択します。
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2. 次を実行します:

• 「APIアダプタの使用可能」を選択します。
• ホストのポート番号を入力します。
• SSL証明書の名前を入力します。

3. 「テスト URL」リンクをクリックして、リンクが有効であることを確認します。

Webサーバーの構成
「UI Webサーバー」タブで、Oracle Data Relationship Management Webクライアント・アプ
リケーションを実行するために構成されているサーバーをリストします。
このタブでは、次の操作も可能です:

• 「Webファーム」タブで、ノード URLを計算するための追加のWebサーバー属性を構成
します。

• 「匿名プロファイル」タブで、ユーザーがログインせずにカスタム URLを通じてWebクラ
イアントにアクセスできるようにする匿名プロファイルを設定します。

Webサーバーを構成するには:

1. 構成コンソールで、「ホスト・マシン」、「UI Webサーバー」の順に選択します。
2. 「ホスト・サーバー」タブで、Data Relationship Management Webクライアント・アプリ
ケーションを実行するために構成されているサーバーの名前を入力します。

注意:

ユーザーが Data Relationship Managementにログインしたときに Data
Relationship Management Webクライアントのアプリケーション・リストにアプ
リケーションを表示するためには、コンピュータ名をここにリストする必要があ
ります。

3. 「Webファーム」タブで、次を行います:

a. 「ホスト名」に、すべての計算済ノード URLで使用するコンピュータ名を入力します。
b. ホストのポート番号を入力します。

ノート:

デフォルトは 80です。

c. 「パス」に、Data Relationship Managementログオン・ページのディレクトリ・アプリ
ケーション・パスを入力します。

ノート:

デフォルトは http://localhost/drm-web-clientです。
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d. 「SSLを使用」を選択すると、計算済 URL "https://"が使用されます。それ以外の場合、
"http://"が使用されます。

e. 「テスト URL」リンクをクリックして、リンクが有効であることを確認します。
4. 「匿名プロファイル」タブで、次を行います:

a. 「プロファイルの追加」テキスト・ボックスに名前を入力します。
b. プラス記号( + )をクリックしてプロファイルのリストにプロファイルを追加します。
c. プロファイルのログイン資格証明を入力します。
d. 「プロファイルの保存」をクリックして新規プロファイルを検証し、メモリー内に保存
します。

e. 「構成の保存」をクリックすると、Data Relationship Management構成にプロファイル
を永続的に保存できます。

ノート:

このタブのすべてのプロファイルは、「ホスト・サーバー」タブのサーバーに保存
されます。

匿名アクセス URLは、http://DRM_Web_Server/drm-web-client/Logon.aspx?
app=DRM_App_Name&login=Anonymousという形式で作成されます。
たとえば、http://localhost/drm-web-client/Logon.aspx?
app=DRMApp1&login=AnonUser1となります。

CSSブリッジの構成
CSSブリッジを構成するには:

1. 構成コンソールで、「ホスト・マシン」、「CSS」の順に選択します。
2. 「一般」タブで、次のオプションを構成します。

• CSSブリッジの使用可能 - 選択すると CSSが有効になります。
• SSOの使用可能 - 選択するとシングル・サインオンが有効になります。

ノート:

SSOの詳細は、Data Relationship Managementでのシングル・サインオンの
使用を参照してください。認証設定の詳細は、認可ポリシーの構成を参照し
てください。

• CSSブリッジ・ホスト - Data Relationship Managementが Shared Servicesと通信す
るために必要な Data Relationship Management CSSブリッジ・コンポーネントを実行
する Shared Servicesコンピュータの名前を入力します。詳細は、Data Relationship
Management CSSブリッジおよびセカンダリ Foundation Servicesホストの構成を参
照してください。
適切に構成すると、drm-netjnibridge-host.exeプロセスが CSSブリッジ・ホストで
起動されます。構成の問題をトラブルシューティングするには、CSSブリッジ・ホス
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トおよび Oracle Data Relationship ManagementコンピュータのWindowsイベント・
ログを参照してください。

• JVMパス - Java仮想マシン(jvm.dll)のパス。64ビットのデフォルトの場所は、
C:\Oracle\Middleware\jdk1.8.0_181\jre\bin\server\jvm.dllです。

• Oracleインスタンス - EPMインスタンスのパス。デフォルトの場所は、
C:\Oracle\Middleware\user_projects\epmsystem1です。

ノート:

「一般」および「クラス・パス」タブのすべての設定は、必ずしも Data Relationship
Managementアプリケーション・サーバーに相当しない CSSブリッジ・ホスト・
コンピュータを基準とします。

3. 「クラス・パス」タブで、必要な.jarファイルへのパスを入力します。これらのパスは、ユ
ーザーの環境に応じて変更する必要があります。クラス・パスの例は次のとおりです:

C:\Oracle\Middleware\EPMSystem11R1\products\DataRelationshipManagement\server\
jar\cassecurity.jar
C:\Oracle\Middleware\EPMSystem11R1\products\DataRelationshipManagement\server\
jar\drm-epm-registry.jar
C:\Oracle\Middleware\EPMSystem11R1\common\jlib\11.1.2.0\epm_j2se.jar
C:\Oracle\Middleware\oracle_common\modules\javax.servlet.javax.servlet-api.jar

4. 「追加 JVMパラメータ」タブで、必要となる追加 JVM起動パラメータを 1行ごとに 1つ追
加します。
例: -Dcom.sun.jndi.ldap.object.disableEndpointIdentification=true

ノート:

「追加 JVMパラメータ」タブでは、特定の環境で必要となる追加 JVM起動設定
を指定できます。これは、本当に必要な場合のみ、慎重に使用する必要がありま
す。追加パラメータの追加によって、最小および最大 JVMヒープ値の上書きを試
行しないでください。これらは、「CSS」の下にある「一般」タブのスピナー・
コントロール設定で調整されます。

SMTPサーバーの構成
Data Relationship Governance機能では、電子メール通知を使用して、ガバナンス・ユーザー
およびデータ・マネージャに要求アクティビティを通知します。Data Relationship
Governance通知が機能するように SMTPサーバー設定を有効にして構成する必要がありま
す。

第 3章
Data Relationship Managementアプリケーションの構成

3-14



ノート:

SMTPサーバーをローカルに設定するか、Oracle Data Relationship Managementア
プリケーション・サーバーからリモートにアクセスできる必要があります。

SMTPサーバーを構成するには:

1. 構成コンソールで、「ホスト・マシン」、「SMTPサーバー」の順に選択します。
2. 「SMTPの使用可能」を選択します。
3. SMTPサーバーのホスト名およびポート番号を指定します。
4. SMTPポート番号を指定します。
5. オプション: 「SSLを使用」を選択すると、計算済 URL https://が使用されます。それ以外
の場合、"http://"が使用されます。

6. オプション: 「SMTP認証が必要」を選択して、SMTPサーバーのユーザー名とパスワード
を入力します。

7. 電子メールの送信元フィールドに表示される送信者名を入力します。
8. 送信者の電子メール・アドレスを入力します。

Analytics URLの構成
Oracle Data Relationship Management Analyticsモジュールから Oracle Data Relationship
Managementにドリルスルーできるようにするには、構成を行う必要があります。
Analytics URLを構成するには:

1. 構成コンソールで、「ホスト・マシン」、「Analytics URL」の順に選択します。
2. 「Analytics URL」タブで次のようにします。

a. ホスト名に、URLを生成する際に使用するロード・バランサまたはWebファームのコ
ンピュータ名を入力します。

b. ホストのポート番号を入力します。

ノート:

デフォルトは 9800です。

c. 「パス」に、Data Relationship Management Analyticsコンポーネントのディレクトリ・
アプリケーション・パスを入力します。

ノート:

デフォルトは、http://localhost:9800/oracle-epm-drm-analyticsです。

d. 「SSLを使用」を選択すると、計算済 URL "https://"が使用されます。それ以外の場合、
"http://"が使用されます。
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e. 「テスト URL」リンクをクリックして、リンクが有効であることを確認します。

認可ポリシーの構成
「認可ポリシー」タブで、ユーザー認証タイプの選択、内部認証ポリシーの変更およびユーザー
のロックアウト・パラメータの設定を行うことができます。
認可ポリシーを構成するには:

1. 構成コンソールで、「セキュリティ設定」を選択し、次に「認可ポリシー」を選択します。
2. 「設定のロード」をクリックして、Oracle Data Relationship Managementシステム・プリ
ファレンスに保存されているとおりに現在の設定を移入します。

3. 認証メソッドを選択します:

• 内部 - Data Relationship Managementによって完全に管理されます。
• CSS (Common Security Services) – Oracle Hyperion Shared Servicesを使用して外部
ユーザー・ディレクトリが集中的にサポートされます。

• 混合 - 認証オプション(内部または CSS)をユーザーが指定できます。
4. パスワード・プリファレンスを設定します:

• 有効期間(日数) - ユーザーのパスワードが有効である日数。
• 最大長 - ユーザー・パスワードの最大長であり、ゼロは最大長がないことを示します。
• 最小長 - ユーザー・パスワードの最小長であり、ゼロは最小長がないことを示します。
• 警告期間 - 正または負の数。実際にログインできなくなるパスワード有効期限日の何
日前(-)または何日後(+)に、パスワードを変更するようユーザーに警告するかを指定し
ます。

5. ユーザー・ロックアウト・プリファレンスを設定します:

• 非アクティブなしきい値 - 非アクティブなユーザーがロックアウトされるまでの最大
日数。

• 許可されたログインが無効です - ユーザーがロックアウトされるまでの無効なログイ
ン試行の最大回数。

6. 「設定の保存」をクリックします。

EPMレジストリ設定の構成
共通ユーザー・プロビジョニングを有効化するには、Oracle Data Relationship Managementア
プリケーション設定を Oracle Hyperion Shared Services EPMレジストリに登録する必要があ
ります。

ノート:

「登録解除」をクリックするとアプリケーションを登録解除できます。アプリケーシ
ョンを登録解除するには、CSSブリッジが有効である必要があり、登録解除するア
プリケーションが実行中である必要があります。

Data Relationship Managementアプリケーションを登録するには:
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1. Data Relationship Managementアプリケーションの APIアダプタおよび CSSブリッジが
有効であることを確認し、認証設定を「CSS」または「混合」に設定します。
APIアダプタ・ホストの構成、CSSブリッジの構成および認証設定の構成を参照してくだ
さい。

2. 構成コンソールで、「EPMレジストリ」を選択し、「アプリケーション」タブで次の情報を
指定して Data Relationship Management Webサービスを指定します:

• HTTPまたは HTTPSプロトコル
• Webサービスのホスト・コンピュータ名
• ポート番号
• アプリケーション・コンテキスト - WebサービスのWebLogicアプリケーションの名
前

ノート:

この情報は、URLに結合されます(たとえば、 http://
servername:managedServerPort/oracle-epm-drm-webservicesなど)

ここで、httpはプロトコル、servernameはWebサービスのホスト・コンピュー
タ名、managedServerPortはポート番号、oracle-epm-drm-webservicesはWeb
サービスのWebLogicアプリケーションの名前です。

3. 統合のために使用する Data Relationship Managementのユーザー・資格証明を指定しま
す。

4. 「登録」をクリックします。

共通ユーザー・プロビジョニングの構成
共通ユーザー・プロビジョニング機能を使用すると、Oracle Hyperion Shared Servicesを使用
して、Oracle Data Relationship Managementアプリケーションにユーザーおよびグループをプ
ロビジョニングできます。この構成により、Data Relationship Managementユーザーを、他の
Oracle EPMアプリケーションとともに共通の場所にプロビジョニングできます。また、共通
ユーザー・プロビジョニングにより、Data Relationship Managementアプリケーションで個別
にユーザーをプロビジョニングする必要がなくなります。プロビジョニング情報は、Shared
Servicesから Data Relationship Managementにオンデマンドまたはスケジュールに従い、同
期できます。共通ユーザー・プロビジョニングは、デフォルトで無効化されています。

注意:

Data Relationship Managementアプリケーションの共通ユーザー・プロビジョニング
を有効化する前に、Data Relationship Managementの役割を Shared Servicesに追加
し、Data Relationship Managementアプリケーションを Shared Servicesに登録する
必要があります。Oracle Data Relationship Management管理者ガイドの共通ユーザ
ー・プロビジョニングの管理を参照してください。

共通ユーザー・プロビジョニングを有効化するには:
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1. 構成コンソールで、「セキュリティ設定」を選択し、次に「CSS同期」を選択します。
2. 「共通ユーザー・プロビジョニングの有効化」を選択します。
Shared Servicesから日次同期をスケジュールするには:

1. 構成コンソールで、「セキュリティ設定」を選択し、次に「CSS同期」を選択します。
2. 「共通ユーザー・プロビジョニングの有効化」を選択します。
3. 「自動同期」を選択し、次に開始時刻を入力します。
4. Shared Servicesプロビジョニング・マネージャの役割を持つユーザーのユーザー名および
パスワードを入力します。

スケジュール済タスクの構成
タスクの実行者コンポーネントでは、Data Relationship Managementアプリケーション・サー
バーのバックグラウンドで実行されるスケジュール済プロセスの実行を処理します。構成コン
ソールでは、スケジュール済タスクの設定を定義できます。

削除済バージョン・レコードのパージ
削除されたバージョンのデータベース・レコードは、スケジュール済タスクとして Oracle Data
Relationship Managementリポジトリから完全に削除されます。このプロセスにより、システ
ムの使用率が低い期間に削除プロセスが実行されるため、その他のシステム操作のパフォーマ
ンスに対する影響が小さくなります。管理者は、パージ・プロセスの頻度およびブラックアウ
トの設定を構成できます。
削除対象としてマークされたバージョンのすべてのバージョン関連レコードを完全に削除する
には:

1. 構成コンソールで、アプリケーションを選択し、「スケジュール済タスク」を選択します。
2. 「設定のロード」をクリックして、Data Relationship Managementシステム・プリファレン
スに保存されているとおりに現在の設定を移入します。

3. パージ頻度の数を入力し、時間、分、秒として時間の単位を選択します。
4. オプション: スケジュールされたパージを実行しない場合にブラックアウト期間を設定す
るには、ブラックアウトの開始時間を入力し、ブラックアウトを持続する期間(時間単位)を
選択します。

5. 「設定の保存」をクリックします。

アプリケーションの除去
不要になったアプリケーションは除去できます。
アプリケーションを除去するには、アプリケーションを右クリックして「除去」を選択します。

構成設定の保存およびアプリケーション・サーバーの
サービスの起動

構成コンソールで行った変更を保存し、Oracle Data Relationship Managementサービスを再起
動してそれらの変更を有効にする必要があります。
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ノート:

構成コンソールはアプリケーション・サーバーで実行されます。

設定を保存し、アプリケーション・サーバーの Data Relationship Managementサービスを起動
するには:

1. 構成コンソールで、「構成の保存」をクリックします。
2. 「ローカル・サービス」メニューから、「開始」をクリックします。

注意:

アプリケーション・サーバーで「Oracle DRMサーバー・プロセス」サービスを
起動する前に、すべてのセカンダリ・サーバーで「Oracle DRMサーバー・プロ
セス」サービスが起動して実行中である必要があります。

Webブラウザでの Data Relationship Managementの起動
Webブラウザで Oracle Data Relationship Managementを起動するには:

1. 「スタート」、「プログラム」、「Oracle EPM System」、「Data Relationship Management」、
「Webクライアント」の順にクリックします。

2. リポジトリ・ウィザードのプロセス中に定義した管理ユーザーの IDとパスワードを使用す
るか、アップグレードされたリポジトリの既存のユーザーを使用してログインします。

ノート:

スクリプトから手動でリポジトリを作成した場合、パスワードは"Welcome!"にな
ります。

Internet Explorerでの互換表示モードの無効化
Data Relationship Managementは、Microsoft Internet Explorerに用意されている互換表示モー
ドをサポートしていません。
この機能を無効にするには:

1. Internet Explorerで、「ツール」、「互換表示設定」の順に選択します。
2. 次のオプションが選択されていないことを確認します:

• イントラネット サイトを互換表示で表示する
• すべての Webサイトを互換表示で表示する

3. 「閉じる」をクリックします。

第 3章
Webブラウザでの Data Relationship Managementの起動

3-19



移行ユーティリティの構成
次の表に、web.configファイルの appSettingsセクションにある移行ユーティリティの構成設
定を示します。このファイルは、デフォルトで
C:\Oracle\Middleware\EPMSystem11R1\products\DataRelationshipManagement\client\mig
ration-clientディレクトリに格納されます。

ノート:

web.configファイルを変更した場合、IISでWebサイトを再起動して変更を有効に
する必要があります。

表 3-1 構成設定

キー 説明
configuredServers admin-configured接続を指定します。各サーバ

ー接続はセミコロンで区切る必要があります。
構文は、display|net.tcp://URL/Oracle/Drm/
Engine|nameです。ここで:

• displayは表示名です
• URLはリモート・アプリケーションの URLで
す
URLは DRMコンソールからコピーできます。
「ホスト・マシン」タブを選択すると、「エンジ
ン」サブ・タブにエンジンの URLが表示され
ます。

• nameはユーザー名です
showExceptionDetail 詳細な例外情報をエラー・ページに表示するかどう

かを指定します。

注意:

詳細情報にはファイ
ル・パスなどの機密情
報が含まれる可能性
があるため、詳細情報
をすべて表示すると
セキュリティ上のリ
スクが発生する場合
があります。この設
定は、デバッグまたは
テスト目的でのみ有
効化する必要があり
ます。

Trueを指定すると例外の詳細が有効になり、False
を指定すると log4net設定に応じて詳細が表示さ
れます。デフォルト値は Falseです。
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表 3-1 (続き) 構成設定

キー 説明
enableAboutPage 「情報」ページを有効にするかどうかを指定します。

「情報」ページには移行ユーティリティおよびシス
テム・コンポーネントのバージョンが表示されます
が、セキュリティを向上するためこのページはデフ
ォルトで無効になっています。移行ユーティリテ
ィのバージョンを確認する場合、このページを有効
にできます。
ページを有効にしてそのアクセスを管理者に制限
するには、/Forms/About.aspxファイルの
Discretionary Access Control List (DACL)を編集
します。DACL、ディレクトリ・セキュリティおよ
び匿名アクセスの対話を通じてWebページへのア
クセスを制御する方法の詳細は、IISのドキュメン
トを参照してください。
Trueを指定すると「情報」ページが表示されます。
デフォルト値は Falseです。

HTTPSOnly HTTPプロトコルを介したこのWebアプリケーシ
ョンへの接続試行が、永続的に HTTPSプロトコル
にリダイレクトされるかどうかを指定します。
HTTPプロトコルから HTTPSにリダイレクトする
場合は、Trueを指定します。

ノート:

これを Trueに設定
する前に、HTTPSプ
ロトコルを設定して
おく必要があります。

XFrameOptionsHeader DRM Webアプリケーションを iFramesで実行で
きるかどうかを指定します。
DRM Webアプリケーションが iFramesを使用し
てポータル内で実行できるようにする場合は、
SAMEORIGINを指定します。
DRM Webアプリケーションが iFrame内から実
行できないようにする場合は、DENYを指定しま
す。
デフォルト設定は DENYです。

アップロード・ファイル・サイズの増加
アップロード・ファイルのデフォルト制限は 4MBです。デフォルト制限を 20MBに変更する
には、次の設定を web.configファイルの<system.web>要素に追加します:

<httpRuntime maxRequestLength="20480" executionTimeout="3600" />
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ノート:

デフォルトでは、web.configファイルは
C:\Oracle\Middleware\EPMSystem11R1\products\DataRelationshipManagement\cl
ient\migration-clientに存在します。

Data Relationship Management Webアプリケーションのロ
ード・バランシング

2つ以上の Oracle Data Relationship Management Webアプリケーションにロード・バランシ
ング・サポートを提供するように Oracle HTTP Serverを構成できます。Data Relationship
Management Webクライアントをホストする IISサーバーに要求をリダイレクトするように
Oracle HTTP Serverを設定します。この手順は、EPM Systemインストーラによってインスト
ールされる Oracle HTTP Serverが論理ホストであることが前提です。EPM Systemインスト
ーラは、Oracle HTTP Serverに対して必要な前提条件チェックを実行します。詳細は、Oracle
Enterprise Performance Management Systemインストレーションおよび構成ガイドを参照し
てください。
Data Relationship Management Webクライアントのロード・バランサとして Oracle HTTP
Serverを設定するには:

1. IISを実行している 2つ以上のコンピュータに Data Relationship Management Webサー
バー・コンポーネントをインストールします。
Data Relationship Managementのインストーラは、一般的に、デフォルトのWebサイト
に Data Relationship Managementクライアント・アプリケーションをインストールするよ
うに設計され、そのデフォルトWebサイトの IISサイト番号は 1です。最初の IISサイト
が HTTPでないか、デフォルトWebサイトの IISサイト番号が 1でない特殊な状況では、
Data Relationship Managementクライアント・アプリケーションを 1回のみ手動で IISに
インストールする必要がある場合があります。この特殊な状況の影響を受けるお客様は、
必要に応じてサポートにお問い合せください。

2. Data Relationship Managementアプリケーションの構成に記載された手順を使用して、
Data Relationship Managementアプリケーションおよびホスト・コンピュータを構成しま
す。

3. 次の場所にある Oracle HTTP Serverの httpd.confファイルを開きます:

MIDDLEWARE_HOME/user_projects/epmsystem1/httpConfig/ohs/config/OHS/
ohs_component/httpd.conf

4. 次のディレクティブが存在し、有効であることを確認します。存在しない場合はディレク
ティブを追加します。
LoadModule proxy_balancer_module "${ORACLE_HOME}/ohs/modules/
mod_proxy_balancer.so"
LoadModule headers_module "${ORACLE_HOME}/ohs/modules/mod_headers.so"
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5. Data Relationship Management Webサーバー・コンポーネントをホストする IISサーバー
ごとに BalanceMemberディレクティブを追加して、Data Relationship Management Web
クライアントのプロキシ・バランサ定義を作成します。
#Configure members for cluster
<Proxy balancer://iisdrm>
      BalancerMember http://Machine1:80/drm-web-client route=server1
      BalancerMember http://Machine2:80/drm-web-client route=server2  
</Proxy>

6. 次のディレクティブを追加して、固定ロード・バランシングを使用可能にします。これら
のサンプル・ディレクティブでは、Oracle HTTP Serverに、前のステップで定義したプロ
キシ・バランサの固定ロード・バランシングのルートを記録する Cookieを挿入するよう指
示します。
Header add Set-Cookie "BALANCEID= iisdrm.%{BALANCER_WORKER_ROUTE}e; path=/
drm-web-client;" env=BALANCER_ROUTE_CHANGED

7. 次のフォワードおよびリバース・プロキシ・ディレクティブを追加します。
#The actual ProxyPass
ProxyPass /drm-web-client balancer://iisdrm stickysession=BALANCEID 
nofailover=Off

#Do not forget ProxyPassReverse for redirects
ProxyPassReverse /drm-web-client http://<drm_web_server1>:80/drm-web-client
ProxyPassReverse /drm-web-client http://<drm_web_server2>:80/drm-web-client

8. httpd.confファイルを保存して、Oracle HTTP Serverインスタンス用の Oracle Process
Managerサーバーを再起動します。
構成後、Data Relationship Management Webアプリケーションには、http://
<ohs_server>:<port>/drm-web-clientという URLを使用してアクセスできます。

Webサーバーでの SSLの停止
Oracle HTTP Server (OHS)を使用して、クライアントの Webブラウザから IIS Oracle Data
Relationship Management Webアプリケーションの drm-web-clientと SSLで保護された通
信を行うことができます。この構成では、クライアントのブラウザは、HTTPSプロトコルを通
じて OHSと通信し、OHSはプロキシとして機能して HTTPを通じて Data Relationship
Management Webアプリケーションと通信します。Oracle Enterprise Performance
Management Systemセキュリティ構成ガイドのWebサーバーでの SSLの停止を参照してく
ださい。

Data Relationship Managementでのシングル・サインオン
の使用

Oracle Data Relationship Managementのシングル・サインオン(SSO)では、様々なコンポーネ
ントをインストールして構成する必要があります。一般的なWeb SSO環境では、Webアイデ
ンティティ管理ソリューションによって、1つ以上の独立したソフトウェア・システムの認証
および権限付与を制御します。SSOの目的は、システムごとにログインのプロンプトを表示せ
ずに、ユーザーが様々な独立したシステムにアクセスできるようにすることです。
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Data Relationship Managementは、SSOを実装するために、Oracle Hyperion Shared
Services、Webアイデンティティ管理ソリューション(Oracle Access Managerなど)および外
部ユーザー・ディレクトリ(Oracle Internet Directoryまたは Microsoft Active Directory)を利用し
ます。

ノート:

SSOアプリケーションと非 SSOアプリケーションの混在は、単一サーバーではサポ
ートされません。

次のステップを使用して SSOをインストールおよび構成します。

タスク 参照先
前提条件
Oracle Access Manager 12cをインストールし、構
成します

Oracle Fusion Middleware Oracle Identity and
Access Managementインストレーション・ガイド
および Fusion Middleware Oracle Access
Management管理者ガイドを参照してください

Data Relationship Management

1. 外部ユーザー・ディレクトリで Shared Services
を構成します。

Oracle Enterprise Performance Management
Systemユーザー・セキュリティ管理ガイドの OID、
Active Directoryおよびその他の LDAPベースの
ユーザー・ディレクトリの構成を参照してくださ
い。

2. SSO用の Shared Servicesを構成します。 Oracle Enterprise Performance Management
Systemセキュリティ構成ガイドの SSO用の EPM
Systemの構成を参照してください。

3. Data Relationship Managementをインストー
ルします。

Data Relationship Managementのインストールを
参照してください。

4. Data Relationship Management構成コンソー
ルで、CSS認証モード用に Data Relationship
Managementを構成して SSOを有効にします。

ホスト・コンピュータの構成を参照してください。

5. Data Relationship Management Webアプリケ
ーションを保護し、Shared Servicesで構成された
同じ外部ユーザー・ディレクトリを使用するように
Webアイデンティティ管理ソリューションを構成
します。

Webアクセス管理を参照してください。

6. IIS OAM Webgateをインストールし、構成しま
す

Oracle Fusion Middleware WebGates for Oracle
Access Managerのインストール

Data Relationship Management Analytics

1. Oracle EPM Foundationサーバーに Oracle
HTTP Serverが構成されていることを確認しま
す。これは、EPM Systemコンフィグレータで
Webサーバーを構成することで行えます。
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タスク 参照先
2. 次のディレクティブをファイル
mod_wl_ohs.confに手動で構成します
(DRMServer管理対象サーバーのデフォルト・ポー
トは 9800であるものとし、HOSTはホスト名で置
き換えます)。ファイルは次の場所にあります:
<MW_HOME>\user_projects\epmsystem1\http
Config\ohs\config\OHS\ohs_component
<LocationMatch^/oracle-epm-drm-
analytics>
SetHandler weblogic-handler
WeblogicHost HOST WeblogicPort 9800
WLIOTimeoutSecs 6000 Idempotent OFF
WLSocketTimeoutSecs 600
</LocationMatch>
3. 11.1.2.2 Webgate for OHSをインストールしま
す

『Oracle Fusion Middleware WebGates for Oracle
Access Managerのインストール』の Oracle HTTP
Server 11g Webgateのインストールに関する項を
参照してください

4. ツール deployWebGateを使用して webgateイ
ンスタンスをデプロイし、構成します

『Oracle Fusion Middleware WebGates for Oracle
Access Managerのインストール』の Oracle HTTP
Server 11g Webgateのインストール後のステップ
に関する項を参照してください

5. Webgateを登録します 『Oracle Fusion Middleware WebGates for Oracle
Access Managerのインストール』の新しい Oracle
HTTP Server 11g Webgateの使用の開始に関する
項を参照してください

6. OAMアイデンティティ・アサータを構成します Oracle Fusion Middleware Oracle WebCenter
Portal管理者ガイドの OAMアイデンティティ・ア
サータの構成に関する項を参照してください

7. WebLogicドメインに外部認証プロバイダを構
成します

Oracle Fusion Middleware Oracle WebLogic
Server 10.3.6の保護の LDAP認証プロバイダの構
成に関する項を参照してください

8. デフォルトのオーセンティケータを構成します Oracle Fusion Middleware Oracle WebCenter
Portal管理者ガイドのデフォルト・オーセンティケ
ータとプロバイダ順の構成に関する項を参照して
ください

9. WebLogic管理サーバーおよび DRM管理対象
サーバーを再起動します
10. Oracle Process Manager (Oracle HTTP
Server)を再起動します

Webアクセス管理
Oracle Data Relationship Management Webアプリケーション・リソースは、Webアプリケー
ションに対するすべての要求を Oracle Access ManagerなどのWebアクセス管理アプリケー
ションにリダイレクトするように保護する必要があります。ユーザーが基本認証を使用してセ
キュリティ・エージェントに対して認証した後、エージェントは要求を Data Relationship
Management Webアプリケーションに転送し、そこで HTTPヘッダー情報が認証のために
Data Relationship Managementサーバーに渡されます。
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Oracle Access Manager
Oracle Access Manager (OAM)によって、Oracle Data Relationship Management Webアプリ
ケーションに対する認証および認可が行われます。このドキュメントでは、OAMがインストー
ルされており、Data Relationship Management Webアプリケーションに対するアクセス・ポ
リシーを使用して構成されていると仮定します。『Oracle Fusion Middleware Oracle Access
Management管理者ガイド』のリソースの保護および SSOの有効化のためのポリシーの管理
に関する項を参照してください。
Data Relationship Managementは、次のいずれかのオプションを使用して Oracle Access
Managerとともに構成できます:

• Data Relationship Management Webサーバーで 10gまたは 11gの Oracle Access
Manager Webgate for IISをインストールし、構成します。Oracle Access Manager 10g
Webgate for IISダウンロードの場合、"Oracle Access Manager 10g – non OHS 11g
Webgates and 3rd Party Integrations"の Readmeファイルを参照してください。

ノート:

Oracle Access Managerパッチ 20216345が必要です。詳細は、Oracleサポート
にアクセスしてください。

• Data Relationship Management Webサーバーがロード・バランシングされるように
Oracle HTTP Serverを設定し、Oracle Access Manager 11g Webgate for OHSをインスト
ール『Oracle Fusion Middleware WebGates for Oracle Access Managerのインストール』
の Oracle HTTP Server 11g WebGate for OAMのインストールおよび構成に関する項を参
照してください。

Oracle Access Manager 11g webgate for OHSをインストールして構成し、Oracle Data
Relationship Management Analyticsに Oracle Access Managerを構成できます。『Oracle
Fusion Middleware WebGates for Oracle Access Managerのインストール』の Oracle HTTP
Server 11g WebGate for OAMのインストールおよび構成に関する項を参照してください。
WebGateモジュールは、Webサーバー上のWebコンテンツに対する HTTP要求を捕捉して、
Oracle Access Managerに転送します。
次の図は、Data Relationship Management Webサーバー上の 10g Webgate for IISを使用した
Oracle Access Managerでのプロセス・フローを示しています:
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4
Data Relationship Management Webサービス
APIのデプロイおよび構成

Oracle Data Relationship Managementエンタープライズ・アーカイブ・アプリケーション
(oracle-epm-drm-webservices.ear)には、Data Relationship Managementサーバーとの統合を可
能にするWebサービス・モジュールが含まれています。アプリケーション・アーカイブには、
SOAPプロトコルを使用して HTTP経由でアクセス可能な DrmServiceおよび
DrmGovernanceService Webサービス・モジュールが用意されています。Webサービスは
Javaで実装され、WebLogicアプリケーション・サーバーにデプロイされます。どちらのサー
ビスも、Data Relationship Management APIアダプタ・サービスと内部的に通信します。
Webサービスでは、ユーザーは、WebLogicと Oracle Hyperion Shared Servicesの両方からア
クセス可能な外部ユーザー・ディレクトリを使用して認証される必要があります。
Data Relationship Management Webサービス APIをデプロイする前に、図 3を確認してくだ
さい。

システム要件
• Oracle WebLogic Server 12c

• Oracle Data Relationship Management APIアダプタ
• Oracle Web Services Manager (OWSM)

• Oracle Hyperion Shared Services

• Oracle Internet Directoryや Microsoft Active Directoryなどの外部ユーザー・ディレクトリ

ノート:

最新の要件は、Oracle Technology Network (OTN)上のサポートされるシステム構成の
ページに掲載されている Oracle Enterprise Performance Management System動作
保証マトリックスを参照してください:

https://www.oracle.com/middleware/technologies/bi-foundation/hyperion-supported-
platforms.html

デプロイメントの前提条件
Foundation Servicesのインストールおよび構成

HTTP基本認証および Oracle Data Relationship Management Webサービス・アプリケーショ
ンのWebサービス(WS)セキュリティをサポートするには、Oracle Hyperion Foundation
Servicesをインストールし、Data Relationship Managementを構成して認証に Oracle
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Hyperion Shared Servicesを使用する必要があります。Oracle Web Services Manager
(OWSM)は oracle-epm-drm-webserviceアプリケーションに必要ですが、oracle-epm-drg-rest-
webserviceアプリケーションに必要ありません。Foundation Servicesをインストールすると
OWSMがインストールされますが、まだ実行されていない場合に構成が必要になることがあり
ます。Foundation Servicesのインストールの詳細は、Oracle Enterprise Performance
Management Systemインストレーションおよび構成ガイドを参照してください。

Oracle Web Services Manager用のメタデータ・サービス・スキー
マのインストール

Oracle Web Services Managerが機能するには、データベースが必要です。Oracle Web
Services Manager用のメタデータ・サービス・スキーマをインストールする方法に関する要件
および手順は、次のドキュメントを参照してください。
• Oracle Enterprise Performance Managementインストールおよび構成ガイドのリポジトリ
作成ユーティリティを使用したインフラストラクチャ・スキーマの作成に関する項

• Oracle Fusion Middlewareシステム要件および仕様のリポジトリ作成ユーティリティ
(RCU)の要件に関する項

ノート:

Oracle Fusion Middlewareのドキュメントは、http://www.oracle.com/technetwork/
indexes/documentation/index.html#middlewareで入手できます。

Oracle Web Services Managerの構成
Oracle Web Services Managerを構成するには、Oracle Enterprise Performance Management
Systemデプロイメント・オプション・ガイドの Oracle Web Services Managerの構成を参照
してください。

外部プロバイダでの WebLogicの構成
Weblogicでデプロイされた Oracle Data Relationship Management Webサービス・アプリケー
ションは、外部認証のユーザーのために、Oracle Hyperion Shared Servicesで構成されたのと
同じユーザー・ディレクトリにアクセスするよう構成する必要があります。
WebLogicを構成するには、Oracle Enterprise Performance Management Systemデプロイメン
ト・オプション・ガイドの OID、MSAD、SunOneへのWebLogicドメインの構成を参照して
ください。

APIアダプタの構成
APIアダプタは、Oracle Data Relationship Management構成コンソールを使用して構成する必
要があります。Data Relationship Managementアプリケーションを構成する場合、「ホスト・
マシン」タブで APIアダプタ・ホストを設定します。詳細は、 ホスト・コンピュータの構成を
参照してください。
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ノート:

APIアダプタは、Webサービスとの内部通信で使用され、カスタム APIプログラムで
直接使用することはできません。

Webサービス・アプリケーションのデプロイ
Oracle Data Relationship Management Webサービス・アプリケーション oracle-epm-drm-
webservices.earおよび oracle-epm-drm-rest-webservices.earを既存のWebLogicドメイ
ンおよび管理対象サーバーにデプロイする必要があります。たとえば、Webサービスを EPM
Foundationサーバー内の EPMSystemドメインの EPMServer0管理対象サーバーにデプロイ
できます。両方の.earファイルは、アプリケーション・サーバー・マシンの%EPM_ORACLE_HOME%
\products\DataRelationshipManagement\apiディレクトリにあります。
Webアプリケーションをインストールする手順は、『Oracle Fusion Middleware Webサービス
のためのセキュリティおよび管理者ガイド』のWebサービス・アプリケーションのデプロイを
参照してください。

ノート:

Oracle Fusion Middlewareのドキュメントは、http://www.oracle.com/technetwork/
indexes/documentation/index.html#middlewareで入手できます。

Data Relationship Management Webサービスの保護
Oracle Web Services Managerのセキュリティ・ポリシーを使用して DrmServiceおよび
DrmGovernanceService Webサービスを保護することが重要です。使用状況に応じて異なる
ポリシーをアタッチできます。
Oracle Data Relationship Management Webサービスでは次のポリシーを使用できます:

目的 ポリシー
Oracle Hyperion Financial Data Quality
Management, Enterprise Editionとの統合

oracle/wss_username_token_service_policyま
たは oracle/
wss_username_token_service_policy
(DrmServiceのみに適用されます)

E-Business Suite General Ledgerとの統合 oracle/wss_username_token_service_policy
(DrmServiceのみに適用されます)

Oracle Fusion Accounting Hubとの統合 oracle/
wss_saml_or_username_token_service_policy
(DrmServiceのみに適用されます)

ワークフロー開発キット oracle/
wss11_saml_or_username_token_with_message
_protection (DrmServiceのみに適用されます)
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目的 ポリシー
カスタム APIプログラムまたは統合 次のいずれか(DRMServiceおよび

DRMGovernanceServiceに適用されます):
• oracle/

wss11_saml_or_username_token_with_mes
sage_protection

• oracle/wss_username_token_service_policy
• oracle/

wss_saml_or_username_token_service_poli
cy

• oracle/wss_http_token_service_policy

『Oracle Fusion Middleware Webサービスのためのセキュリティおよび管理者ガイド』のWeb
サービスへのポリシーの添付に関する項を参照してください。

Oracle Web Services Managerでのポリシーの構成
Oracle Web Services Managerで DrmServiceおよび DrmGovernanceServiceモジュールのポ
リシーを構成するには、『Oracle Fusion Middleware Webサービスのためのセキュリティおよ
び管理者ガイド』のポリシーの構成に関する項を参照してください。
メッセージ保護を使用するWebサービス・セキュリティ・ポリシーを構成する場合、キースト
アを暗号化に使用するように構成する必要があります。キーストアを構成するには、Oracle
Enterprise Performance Management Systemデプロイメント・オプション・ガイドのメッセー
ジ保護のキーストアの設定を参照してください。

Oracle Enterprise Managerを使用した Data Relationship
Management Webサービスのテスト

Oracle Enterprise Managerを使用してWebサービスをテストするには:

1. Oracle Data Relationship Management Webサービスに Oracle Web Services Managerセ
キュリティ・ポリシーが添付されていることを確認します。ローカルまたはグローバル・
ポリシーを添付できます。
例: oracle/wss_username_token_service_policy

ノート:

Data Relationship Management Webサービスに同時に添付できるポリシーは、1
つのみです。セキュリティ・ポリシーを変更したら、状況により Data
Relationship Management WebサービスがデプロイされているWebLogicター
ゲット・サーバーを再起動する必要があります。

2. Enterprise Managerで、Data Relationship Management Webサービスのデプロイ先のドメ
インを選択して、ドメイン・コンテキスト・メニューまたは右ペインの「WebLogicドメ
イン」メニューから「Webサービス」/「Webサービスのテスト」を選択します。

3. 「WSDL」テキスト・ボックスに Data Relationship Management WebサービスのWSDLを
入力します。
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例: http://localhost:28080/oracle-epm-drm-webservices/DrmService?wsdl
4. 「操作」から、getSysPrefsなどの操作を選択します。
5. 「リクエスト」タブで、「WSSユーザー名トークン」を選択し、認証で使用するユーザー名
とパスワードを入力します。

ノート:

ユーザーは、WebLogicドメインのセキュリティ・レルム内および Oracle
Hyperion Shared Services内に存在する必要があります。

6. 「引数の入力」を展開し、ドロップダウン・リストから「XML表示」を選択して、"<soap:Body
xmlns:ns1="http://drm.webservices.epm.oracle">"タグの前に(フォーマットされたと
おりに正確に)次の SOAPヘッダー引数を貼り付けます。
次の引数をコピーする場合、タグや要素間に改行または空白を挿入しないでください。
<soap:Header>
<AppParameters xmlns="http://drm.webservices.epm.oracle">
<serverUrl xmlns="http://drm.webservices.epm.oracle">http://localhost:5240/
Oracle/Drm/APIAdapter</serverUrl>
<sessionParams xmlns="http://
drm.webservices.epm.oracle">ProductVersion=11.2.0,CultureName=en-
US,UICultureName=en-US, TimeZoneID=Eastern Standard Time</sessionParams>
</AppParameters>
</soap:Header>

考慮事項
• AppParameters要素を Data Relationship Managementおよび Oracle Data

Relationship Governance Webサービスで正しく処理するには、メッセージのヘッダー
にこの要素を含める必要があります。

• Data Relationship Managementおよび Data Relationship Governance Webサービス
でステートフル・セッションを使用する場合は、SOAPヘッダーで、
SessionMaintainParams要素を AppParameters要素より前に配置する必要がありま
す。そうしない場合、ステートフル・セッション IDが認識されず、処理されません。

• 選択した Data Relationship Management操作の必須パラメータを移入する必要があ
り、そうしないとエラーが発生します。

7. ステップ 6の SOAPヘッダー引数で、serverUrlを、Data Relationship Management API
アダプタの適切なホスト名およびポートに変更します。

8. 「Webサービスのテスト」をクリックします。

ノート:

成功すると、「レスポンス」タブにWebサービスからの応答が表示されます。失
敗すると、エラー・メッセージが表示されます。

9. テストの完了後、必要な本番ポリシーを再添付します。
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Webサービス・アプリケーションのロギングの構成
オプションで、Oracle Diagnostics Logging (ODL)を構成して特定のロギング・レベルを 1つ以
上のロガー名に対して固有のログ・ファイルに記録できます。ロギングを構成するには、
Weblogic Scripting Tool (WLST)を使用して Oracle Data Relationship Management Webサー
ビスに固有のロガー名を構成できます。
• oracle.epm.drg

• oracle.epm.drm

• oracle.epm.webservices.drm

• oracle.epm.webservices.drg

Oracle Fusion Middleware WebLogic Scripting Toolコマンド・リファレンスの setLogLevelお
よび configureLogHandlerコマンドを参照してください。

トラブルシューティング
エラー 考えられる原因 推奨事項
要求における Oracle EPM Foundation
エージェント・エラー: セッションの開
始(メッセージ: セッションを開始でき
ません。EPMCSS-00301: ユーザーの認
証に失敗しました。資格証明が無効で
す。有効な資格証明を入力してくださ
い。

Oracle Hyperion Shared Servicesに
ユーザー・アイデンティティが含まれま
せん。

Oracle Data Relationship
Managementが、WebLogicレルムで
使用されているものと同じユーザー・デ
ィレクトリで構成されていることを確
認します。

javax.xml.ws.soap.SOAPFaultExcepti
on: FailedAuthentication : セキュリテ
ィ・トークンを認証できません。

ユーザー・アイデンティティが
WebLogicセキュリティ・レルムに存在
しません。

レルムの適切な認証プロバイダで
WebLogicレルムを構成します。
Shared Servicesの構成で使用したもの
と同じプロバイダを指し示すように構
成されていることを確認します。

javax.xml.ws.WebServiceException:
次の場所でWSDLへのアクセスに失敗
しました: http://localhost:7001/oracle-
epm-drm-webservices/DrmService?
WSDL。

ホストまたはポートが間違っています。
WebサービスがWebLogicドメインで
実行されていません。

Data Relationship Management Web
サービスがデプロイされ、WebLogicド
メインで実行されていることを確認し
ます。
WSDL URLのホストまたはポート参照
を変更します。

次の場所における DRM APIアダプタと
の通信試行中のエラー: http://
localhost:5240/Oracle/Drm/
APIAdapter/。

ホストまたはポートが間違っています。
APIアダプタが実行されていないか、適
切に構成されていません。

APIアダプタが構成され、実行されてい
ることを確認します。
クライアント・プログラムまたはアプリ
ケーションの APIアダプタ URLを正し
い値に変更します。

javax.xml.ws.soap.SOAPFaultExcepti
on: SOAPでエラーを認識する必要があ
ります:{http://docs.oasis-
open.org/wss/2004/01/oasis-200401-
wss-wssecurity-
secext-1.0.xsd}Security, {http://
docs.oasis-open.org/wss/2004/01/
oasis-200401-wss-wssecurity-
secext-1.0.xsd}Security.

OWSMポリシーが Data Relationship
Management Webサービスに添付さ
れていないか、ポリシーが存在する場合
はポリシーが無効です。
OWSMが適切に構成されておらず、動
作していません。サーブレットにアク
セス可能で、Policy Managerのステー
タスが動作中であることを確認します。
http://<host>:<port>/wsm-pm/
validator

グローバルまたはローカル・ポリシーを
Data Relationship Management Web
サービスに添付します。
次の OWSMのトラブルシューティング
に関する項のステップに従ってくださ
い。
http://download.oracle.com/docs/cd/
E12839_01/web.1111/b32511/
diagnosing.htm#CHDIDCHA
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5
Data Relationship Management Analyticsのインストールおよび構成

Oracle Data Relationship Management Analyticsモジュールには、変更の追跡、成長の分析、
要求のモニタリング、ワークフロー・モデル・パフォーマンスおよび参加者とユーザー・グル
ープのパフォーマンスのためのダッシュボードがあります。モジュールではシングル・サイン
オンがサポートされ、Oracle Data Relationship Managementとの間のドリル機能が提供されま
す。

システム要件
• Oracle Database––Oracle Data Relationship Managementアプリケーション・スキーマを
ホストするデータベースに対して open_cursorsを 600以上の値に設定します。

ノート:

SQL Serverはサポートされていません。

• EPM Foundationサーバー

ノート:

LDAPの手順については、Oracle Enterprise Performance Management System
セキュリティ構成ガイドの OID、Active Directoryおよびその他の LDAPベースの
ユーザー・ディレクトリの構成を参照してください。

• Data Relationship Management

– Oracleデータベースでホストされるアプリケーション・スキーマ
– 分析ユーザーの Data Relationship Management外部認証に対して互換性のあるリリ
ースで Data Relationship Managementとともにインストールされた EPM
Foundation。Oracle Technology Network (OTN)上のサポートされるシステム構成のペ
ージに掲載されている Oracle Enterprise Performance Management System動作保証
マトリックスの「Release Compatibility」タブを参照してください:

https://www.oracle.com/middleware/technologies/bi-foundation/hyperion-supported-
platforms.html

– WebLogicと Oracle Hyperion Shared Servicesの両方でユーザー認証に使用可能な外
部ディレクトリに Oracle Data Relationship Management Analyticsユーザーが定義さ
れている必要があります

• EPM System––Data Relationship Managementと同じリリース・レベルで構成された EPM
インスタンス。"DRMServer" WL管理対象サーバーは、EPMインスタンス内で構成されて
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いるWindowsまたは Linux WLドメインで Analyticsのデプロイメントに対して作成でき
ます。

ノート:

Data Relationship Management Analyticsのデプロイメントでは、WebLogicドメ
インのデフォルト名は EPMSystemとして createDrmSvc.cmdファイルにハード
コードされています。使用するドメインの名前が EPMSystemでない場合は、イ
ンストールまたはアップグレードを実行する前に、createDrmSvc.cmdファイル
を編集して EPMSystemをご使用のドメインの名前に変更する必要があります。
createDrmSvc.cmdファイルで次の行を編集します。
set USERDOMAIN_HOME=%MW_HOME%\user_projects\domains\EPMSystem
call"%MW_HOME%\user_projects\domains\EPMSystem\bin\setDomainEnv.cmd"

• ハードウェア––作成される DRMServerには、本番環境で少なくとも 4096MBの RAMが
必要です。

ノート:

Windowsファイル startDRMServer.cmd、Windowsサービス"Oracle DRM
Managed Server (DRMServer)"および Linuxファイル startStopDRMServer.sh
により、メモリーはデフォルトで 4096MBに設定されます。ハードウェアのサイ
ズを変更する際は、これらの設定および非本番環境で最低限必要なメモリーを考
慮する必要があります。

• シングル・サインオン用に Data Relationship Managementおよび Data Relationship
Management Analyticsを構成する場合は、Data Relationship Managementでのシングル・
サインオンの使用を参照してください。

デプロイメントの前提条件
シングル・サインオン用に Oracle Data Relationship Managementおよび Oracle Data
Relationship Management Analyticsを構成する場合は、Data Relationship Managementでのシ
ングル・サインオンの使用も参照してください。
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ノート:

Data Relationship Management Analyticsは、1つのコピーのみをデプロイでき、単
一の Data Relationship Managementアプリケーションに対してのみ起動および実行
できます。
Data Relationship Management Analyticsの複数のコピーをデプロイできる唯一の方
法は、EPMインスタンスを Windowsと Linuxの両方で実行することです。このシナ
リオでは、各オペレーティング・システムが独自のWebLogicドメインを持ってお
り、Data Relationship Management AnalyticsはWebLogicドメインごとに 1つのコ
ピーをデプロイできるため、最大で合計 2つの個別の Data Relationship
Managementアプリケーションがサポートされます。

Data Relationship Managementコンソールで、アプリケーションを選択して、次の構成を行い
ます:

• リポジトリ・ウィザードを使用して Data Relationship Managementスキーマを構成しま
す––リポジトリの作成を参照してください

• 認証モードを「混合」または「CSS」に設定します–認証設定の構成を参照してください。
• CSSブリッジを有効にします–CSSブリッジの構成を参照してください
• Webファームの設定を構成して Data Relationship Managementと Data Relationship

Management Analyticsの間のドリル・スルーを有効にします––Webサーバーの構成を参
照してください

• Data Relationship Managementと Data Relationship Management Analyticsとの間のドリ
ルスルーが有効になるよう Analytics URL設定を構成します––Analytics URLの構成を参
照してください

• WebLogicと Oracle Hyperion Shared Servicesの両方でユーザー認証用に構成されている
外部ディレクトリに Data Relationship Management Analyticsユーザーが定義されている
必要があります

Data Relationship Management Analyticsのインストールお
よび構成

注意:

インストールを開始する前に、EPMServerおよびWeblogic AdminServerがシャッ
ト・ダウンされていることを確認してください。

ノート:

Windows用のインストール・スクリプトは installConfigureAnalytics.cmdです。
Linux用のインストール・スクリプトは installConfigureAnalytics.shです。

第 5章
Data Relationship Management Analyticsのインストールおよび構成

5-3



Oracle Data Relationship Management Analyticsをインストールするには:

1. Analytics zipファイルを Oracle EPM Foundationサーバーがインストールされているサー
バーにダウンロードします。

2. ファイルを一時フォルダに解凍します。
3. スクリプト installConfigureAnalytics.*を実行して Analyticsパッケージをインストー
ルし、Fusion Middleware構成ウィザードを起動して Analyticsアプリケーションを構成お
よびデプロイします。要求されたら、スクリプティング・コンソールで次の情報を入力し
ます。

ノート:

Linuxユーザーは、最初の 2ステップのみを実行します。Windowsユーザーは、
すべてのステップを実行します。

a. Oracle Middlewareホーム・ディレクトリ。次に[Enter]を押します。
b. EPMドメイン名。次に[Enter]を押します。

Linuxの場合のみ、Fusion Middleware構成ウィザードが開始されます。
c. Weblogic管理者のユーザー名。次に[Enter]を押します。
d. Weblogic管理者のパスワード。次に[Enter]を押します。
e. AdminServerホスト名。次に[Enter]を押します。
f. AdminServerポート。次に[Enter]を押します。

Windowsの場合のみ、Fusion Middleware構成ウィザードが開始されます。
4. Fusion Middleware構成ウィザードで「既存のWebLogicドメインの拡張」を選択し、「次」
をクリックします。

5. DRMServerの EPMインスタンス(Windowsまたは Linux)内でターゲットWebLogicドメ
イン用のドメイン・ディレクトリを選択し、「次」をクリックします。

6. 次の追加製品をサポートするために、自動的にドメインを拡張するで「Oracle Data
Relationship Management Analytics - 11.1.2.4 [EPMSystem11R1]」を選択し、「次」を
クリックします。

7. EPMSystemRegistry JDBCデータ・ソースの構成画面で「次」をクリックし、構成をス
キップします。

8. EPMSystemRegistry JDBCデータ・ソースのテスト画面で「次」をクリックし、テスト
をスキップします。

9. DRMスキーマの「JDBCコンポーネント・スキーマの構成」画面で次の入力を行い、「次」
をクリックします。
• スキーマ所有者
• スキーマ・パスワード
• DBMS/サービス
• ホスト名
• ポート
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10.「JDBCコンポーネント・スキーマのテスト」画面で、テストが DRMスキーマに対して成
功することを確認します。

11. オプション構成の選択ページで、「管理対象サーバー、クラスタ、およびマシン」と「デプ
ロイメントとサービス」の両方のチェック・ボックスを選択し、「次」をクリックします。

12.「管理対象サーバーの構成」画面で DRMServerを表示し、必要に応じてポートを変更して
「次」をクリックします。

13.「クラスタの構成」画面で「次」をクリックし、スキップします。

ノート:

DRMServerを既存の EPMServerまたは FoundationServer(構成に依存)の下に移
動しないでください。

14. クラスタへの割当て画面で「次」をクリックし、「サーバーのマシンへの割当」画面までの
数画面でデフォルトを受け入れます。

15.「サーバーのマシンへの割当」画面で DRMServerを選択し、適切なマシンの下に移動しま
す。

16.「デプロイメントのクラスタまたはサーバーへのターゲット設定」画面で、oracle-epm-
drm-web-applicationsアプリケーションがターゲット DRMServerでのみ設定されてい
ることを確認し、「次」をクリックします。

ノート:

確認するには、左のターゲット・ペインでクラスタおよびサーバー・ノードをク
リックし、oracle-epm-drm-web-applicationsデプロイメントが DRMServerに
対して選択されているかを確認します。

17.「サービスのクラスタまたはサーバーへのターゲット設定」画面で、DRM JDBCデータソ
ースが DRMServerのみをターゲットとしていることを確認し、「次」をクリックします。

ノート:

確認するには、左のターゲット・ペインでクラスタおよびサーバー・ノードをク
リックし、DRMデータ・ソースが DRMServerに対してのみ選択されているかを
確認します。

18.「構成のサマリー」画面で「拡張」をクリックし、完了したら「完了」をクリックしてウィ
ザードを終了します。

19. AdminServerを起動します。
AdminServerは、Windowsでコマンド・ファイル
(C:\Oracle\Middleware\user_projects\domains\EPMSystem\bin\startWebLogic.*など)
を実行して起動できます。
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ノート:

AdminServerを起動する前に管理サーバーが完全に起動していることを確認し
ます。

20. DRMServerを起動します。
• Windowsのみ––DRMServer管理対象サーバーは、Windowsサービス"Oracle DRM

Managed Server (DRMServer)"を起動するか、startDRMServer.cmdファイルを使用し
て起動できます。

ノート:

管理対象サーバーをバックグラウンドで実行している場合、Windowsサービ
スを使用することをお薦めします。

• Linuxのみ––DRMServer管理対象サーバーは、ドメインの binフォルダ内の
startStopDRMServer.shスクリプトを使用して起動できます。例:

<MiddlewareHome>\user_projects\domains\EPMSystem\bin\startStopDRMServer.
sh

DRMServerを起動するには、次のコマンドを発行します: startStopDRMServer.sh
start。DRMServerを停止するには、次のコマンドを発行します:
startStopDRMServer.sh stop。

ノート:

最初のインストール時、DRMServer管理対象サーバーの起動を試行する前に、
AdminServerが完全に起動していることを確認します。

21. Weblogicセキュリティ・プロバイダを構成します。Oracle Fusion Middleware Oracle
WebLogic Server 10.3.6の保護のWebLogicセキュリティ・プロバイダの構成に関する項
を参照してください。

ノート:

EPM Foundationサーバー用に構成したものと同じ外部ディレクトリを必ず構成
します。
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Data Relationship Management Analyticsのアップグレード
注意:

アップグレードを実行する際、AdminServerおよび DRMServerが実行されていない
ようにしてください。

既存の Oracle Data Relationship Management Analyticsアプリケーションを更新するには:

1. 更新された Analytics zipファイルを入手します。
2. zipファイルを解凍します。
3. Linuxの場合、ステップ 4-6を実行します。Windowsの場合、ステップ 4-10を実行します
4. アップグレード・フォルダ内のスクリプト upgrade.*を実行して、アップグレードを開始
します。

5. Oracle Middlewareホーム・ディレクトリを入力し、[Enter]を押します。
6. EPMドメイン名を入力し、次に[Enter]を押します。

Linuxの場合のみ、アップグレードが完了すると、DRMServerを再起動するよう求められ
ます。

7. Weblogic管理者のユーザー名を入力し、次に[Enter]を押します。
8. Weblogic管理者のパスワードを入力し、次に[Enter]を押します。
9. AdminServerホスト名を入力し、次に[Enter]を押します。
10. AdminServerポートを入力し、次に[Enter]を押します。

Windowsの場合のみ、アップグレードが完了すると、DRMServerを再起動するよう求め
られます。

ロギング
永続 ODLロガーは、Oracle Data Relationship Management Analyticsアプリケーションに対し
て自動的に構成されます。管理対象サーバーの手動構成は必要ありません。ただし、デフォル
トではロガー・レベルは NOTIFICATION:1レベルに設定されます。トレースが必要な場合、
Enterprise Managerに移動し、アプリケーションのロギングの構成メニューを使用してデバッ
グ・レベルを有効にし、レベルを TRACE:1に設定します。

トラブルシューティング
Oracle Data Relationship Management Analyticsスキーマの Oracleダンプ・ファイルを、他の
Data Relationship Management Analyticsスキーマがすでに存在する Oracleデータベース・イ
ンスタンスにインポート(impdp)しようとすると、次のエラーが発生します:

例 5-1 エラー
ORA-39083: Object type TYPE failed to create with error:
ORA-02304: invalid object identifier literal
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Failing sql is: CREATE TYPE "<schemaName>"."FILTERVALUES_TABLE_TYPE"  OID 
'BD565ED4E40844C69873A972C29FE5A9' as TABLE of varchar2 (255)

ダンプ・ファイルに、特定の Oracle識別子(OID)を持つ Data Relationship Management
Analytics 'TYPE'オブジェクトが含まれる場合、エラーが発生します。エラー状態の結果とし
て、インポートされた Data Relationship Management Analyticsスキーマは正しく機能しませ
ん。
回避策
インポート時のエラーを解決するには、パラメータ/値"TRANSFORM=oid:n"をデータ・ポン
プ・インポート・コマンドまたはスクリプトに含めます。データ・ポンプ・インポートの
TRANSFORMパラメータの詳細は、Oracle Databaseのドキュメントを参照してください。
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6
Data Relationship Managementインストールのアップグレード

アップグレードは、新しいソフトウェア・リリースをデプロイし、以前のデプロイメントから
新しいデプロイメントにアプリケーションおよびデータを移動するプロセスです。
11.2の動作保証マトリックスに基づく Oracle Enterprise Performance Management System
製品の主な初期動作保証は次のとおりです。

製品 動作保証
アプリケーション・オペレーティング・システム Windows 2019

Oracle Database Oracle 12c (12.2.0.1+)

Microsoft SQLデータベース Microsoft SQL Server 2016

JDK Oracle JDK 1.8.0_131+

サポートされるアップグレード・パス
Oracle Data Relationship Managementリリース 11.2.0はプラットフォーム・リリースである
ため、以前のリリースからのアプリケーションの厳密アップグレードはありません。これは、
Windows 2019オペレーティング・システムへのデプロイについて動作保証されています。以
前に Data Relationship Managementがインストールされていない Windows 2019 OSに Data
Relationship Managementリリース 11.2をインストールします。
以前のリポジトリを移行するには、Data Relationship Management 11.1.2.4.xxxでステージン
グされているリポジトリを起動します。リポジトリが現在、リリース 11.1.2.4.xxxより前の
Data Relationship Management上にある場合は、まずリポジトリを 11.1.2.4.xxxにアップグレ
ードしてから、そのアップグレードが成功したことを検証します。
ステップは次のとおりです:

1. Data Relationship Managementアプリケーションを停止し、Data Relationship
Management構成コンソールを終了します。

2. リポジトリを移行します:

a. Oracle dbリポジトリの場合は、データベースの EXPDPプロセスを使用して各アプリ
ケーションのリポジトリ・スキーマをエクスポートし、IMPDPユーティリティを使用
して、Oracle 12c (12.2.0.1+)データベース上の新しいスキーマにステージングします。

b. MSSQLサーバーの場合は、SQL Server管理ツールを使用してデータベースのバック
アップを作成し、新しい MSSQL 2016データベースに復元します。

3. Data Relationship Management構成コンソールを開始し、移行するリポジトリごとにアプ
リケーションを作成して、Oracle 12c (12.2.0.1+データベース・サーバー)または MSSQL
2016サーバー上にステージングされているリポジトリ・バックアップを指すように、適切
な構成情報を入力します。

4. アプリケーションに対して「更新の適用」を実行します。
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アップグレード・チェックリスト
次の表に、Oracle Data Relationship Managementをアップグレードするために実行するタスク
の概要を示します。
表 6-1 アップグレード・チェックリスト

タスク 参照先
1. リリースの互換性、システム要件、およびこのリ
リースのその他の前提条件を確認します。
データベース環境がアップグレードを必要とする
場合、次に進む前にデータベースのアップグレード
を実行します。詳細はデータベースのドキュメン
トを参照してください。
ノート: Oracle Hyperion Shared Servicesを使用
する場合、Data Relationship Managementをア
ップグレードする前に Shared Servicesインスト
ールをアップグレードする必要があります。詳細
は、Oracle Enterprise Performance Management
Systemインストレーションおよび構成ガイドを参
照してください。

• インストールの前提条件
• Oracle Technology Network (OTN)上のサポ
ートされるシステム構成のページに掲載され
ている Oracle Enterprise Performance
Management System動作保証マトリックス:
https://www.oracle.com/middleware/
technologies/bi-foundation/hyperion-
supported-platforms.html

• Oracle Enterprise Performance
Management Systemインストレーションおよび構成ガイド

2. 以前のリリースをバックアップします。 アップグレードを続ける前に、データベース、アプ
リケーションおよびその他のファイルを含む前の
リリースの情報を必ずバックアップしてください。
アップグレード前に drm-config.xmlファイルを
バックアップします。このファイルには、以前のリ
リースとの下位互換性はありません。

3. インストール・ファイルをダウンロードし、準備
します。

このリリースのファイルをダウンロードして ZIP
ファイルの内容を抽出します。

4. Data Relationship Managementサービスを停
止します。

以前のリリースのインストールと同じマシンにこ
のリリースをインストールする場合、Data
Relationship Managementサービスを停止しま
す。

5. 以前のリリースの Data Relationship
Managementをアンインストールします。

アップグレードする場合、最初に古いリリースを手
動でアンインストールしてから新しいリリースを
インストールする必要があります。

6. このリリースの Data Relationship
Managementをインストールします。

Data Relationship Managementのインストール.

7. Data Relationship Managementを構成しま
す。

Data Relationship Management構成コンソール
を使用して新しいインストールを構成します。

8. この Data Relationship Managementリリース
に対してWebサービスを再デプロイします。
ノート: 11.1.2.1より前のリリースからWebサー
ビスをアップグレードする場合、WebLogicコンソ
ールを使用してWebサービスの DrmWebService
をデプロイ解除する必要があります。Webサービ
スをデプロイ解除する方法の詳細は、『Oracle
Fusion Middleware Webサービスのためのセキュリティおよび管理者ガイド』を参照してください。

WebLogicのWebサービス・アプリケーションの
名前は、デフォルトで oracle-epm-drm-
webservicesになります。

9. オプション: Webサービスをデプロイおよび構
成します。

Data Relationship Management Webサービス API
のデプロイおよび構成
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表 6-1 (続き) アップグレード・チェックリスト

タスク 参照先
10. Data Relationship Managementサービスを
開始します。

アプリケーションへの更新の適用
既存の 11.1.2.xリポジトリに更新を適用するには:

1. 新規アプリケーションが作成されます。
2. 「リポジトリ構成」タブで、既存の 11.1.2.xリポジトリ用のリポジトリ接続情報を指定しま
す。

3. 「アプリケーション」リストからアプリケーションを選択します。
4. 「アプリケーション」メニューから、「更新の適用」を選択します。

ノート:

「更新の適用」オプションは、11.1.2.0.xより前のリリースには使用できません。

手動アップグレード・タスク
次も参照:

• 派生プロパティ参照によるプロパティのアップグレード
• バッチ・クライアント・スクリプトのアップグレード
• APIプログラムのアップグレード

派生プロパティ参照によるプロパティのアップグレード
実行時に他のプロパティの値に基づいて計算されたプロパティ名を参照する 11.1.2.1より前の
アプリケーションの派生プロパティ式の場合、式を手動で編集し、Concat関数を使用してネー
ムスペース接頭辞(Customまたは Core)を挿入する必要があります。参照されるプロパティ名
はノードの式の評価中にのみ計算されるため、アプリケーションのアップグレード・プロセス
では、このような性質の派生プロパティを識別または自動変換できません。
たとえば、アップグレードの前に、MyPropNameプロパティから返されるプロパティの値を取
得する次の式です:

PropValue(PropValue(MyPropName))

アップグレードの後に、明示的なプロパティ参照は Custom.MyPropNameに更新されます:

PropValue(PropValue(Custom.MyPropName))

ただし、実行時に Custom.MyPropNameプロパティから返される値も、特定のネームスペース
で識別される必要があります。外部 PropValue関数で正しく評価するためには、式を手動で編
集して適切なネームスペースを連結する必要があります:
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PropValue(Concat(Custom.,PropValue(Custom.MyPropName)))

バッチ・クライアント・スクリプトのアップグレード
適切な動作を実現するには、次の変更を行って、11.1.2より前のリリースのバッチ・クライア
ント・スクリプトを手動でアップグレードする必要があります。
• バッチ・クライアント・プログラム名を drm-batch-client.exeに変更します。
• URLを Oracle Data Relationship Managementアプリケーションに変更します(構成コン
ソールの「ホスト・マシン」タブにあるプロセス・マネージャの URLを参照)。

バッチ・クライアントのパラメータの詳細は、Oracle Data Relationship Managementユーザ
ー・ガイドを参照してください。

APIプログラムのアップグレード
11.1.2.4 Webサービス APIを使用する APIプログラムは、このリリースの Webサービス API
と連携するように手動でアップグレードできます。手動でアップグレードするには、プロキ
シ・クラスを再生成し、プロジェクトを再構築して、以前使用していたメソッドおよびタイプ
の変更によって発生する可能性のあるビルド・エラーを解決する必要があります。Webサービ
ス APIの使用およびWebサービス・プロキシ・クラスの再生成の手順は、Oracle Data
Relationship Management APIガイドを参照してください。
11.2より前の Oracle Data Relationship Managementリリースと組み合せて使用する APIプロ
グラムは、このリリースで提供されているWebサービス APIを使用するように手動で変更す
る必要があります。

トラブルシューティング
エラー 原因 回避策
DRM-61043: アプリケーションを
HSSで登録中に次のエラーが発
生しました: 'com/oracle/drm/
EpmRegistryclient'が見つかりま
せん

Oracle Data Relationship
Management 11.1.2.2リリース
には、
JAR ..\DataRelationshipManage
ment\server\jar\drm-epm-
registry.jarが含まれていません
でした。これは、拡張された EPM
レジストリの統合を提供するため
に、後から追加されました。
Data Relationship Management
11.1.2.4.xでは、このエントリは
Data Relationship Management
コンソールの「CSS」タブの下に
あるクラス・パス・リストに含ま
れている必要があり、アップグレ
ードでは、クラス・パス行は Data
Relationship Management構成
XMLファイルに自動挿入されま
せん。

Data Relationship Management
コンソールで、クラス・パスを
11.1.2.4.x構成に手動で追加して
ください。クラス・パスの更新を
完全に伝播するには、Data
Relationship Managementを再
起動する必要があります。Data
Relationship Managementコン
ソール実行可能ファイルを再起動
するのみでは、変更は有効になり
ません。
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7
Data Relationship Managementアプリケーションのモニタリング

Oracle Data Relationship Managementアプリケーションは、構成コンソールを使用してモニタ
ーできます。

アプリケーション・ステータス
アプリケーションのステータス情報は、次のタブに存在します:

• 実行中のプロセス - コンピュータ名、各プロセスの名前とポート番号、プロセスの開始時
間、およびプロセスのメモリーと CPUの使用状況を参照できます。

• ロードされたバージョン - 各バージョンの名前、コンピュータ名および各バージョンのエ
ンジンを参照できます。

• 現在のセッション - アプリケーションにログインしたユーザーの名前に加え、ログイン時
間および最終活動時間を参照できます。

アプリケーションのステータス情報を表示するには:

1. Oracle Data Relationship Management構成コンソールを起動するには、「スタート」、「プ
ログラム」、「Oracle EPM System」、「Data Relationship Management」、「構成コンソー
ル」の順に選択します。

2. アプリケーションを選択して、「アプリケーション・ステータス」をクリックします。前述
のタブを使用してアプリケーションの情報を表示します。

コンピュータ・ステータス
コンピュータのステータス情報は、次のタブに存在します:

• マシン情報 – コンピュータ名、オペレーティング・システム、バージョン、コンピュータ
が実行を開始した時刻、および Oracle Data Relationship Management Windowsアカウン
トを参照できます。

• 実行中のプロセス - 各プロセスの名前とポート番号、プロセスの開始時間、およびプロセ
スのメモリーと CPUの使用状況を参照できます。

• Windowsイベント・ログ - 警告などの最近のイベント、イベントのソースおよびイベン
ト・メッセージを参照できます。

コンピュータのステータス情報を表示するには:

1. Data Relationship Management構成コンソールを、「スタート」、「プログラム」、「Oracle
EPM System」、「Data Relationship Management」、「構成コンソール」の順に選択して
開きます。

2. アプリケーションを展開し、コンピュータ名を選択します。前述のタブを使用してコンピ
ュータの情報を表示します。
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